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町税
21億387万8千円
（16.2％）

自主財源
40億6,398万4千円
（31.4％）

依存財源
88億8,601万6千円
（68.6％）

地方交付税
48億5,000万円
（37.5%）

分担金及び負担金
1億8,059万5千円（1.4%）
分担金及び負担金
1億8,059万5千円（1.4%）

諸収入
1億3,349万9千円（1.0%）
諸収入
1億3,349万9千円（1.0%）

繰入金
13億3,553万6千円（10.3%）
繰入金
13億3,553万6千円（10.3%）

財産収入
1億80万4千円（0.8%）
財産収入
1億80万4千円（0.8%）

使用料及び手数料
7,957万円（0.6%）
使用料及び手数料
7,957万円（0.6%）
繰越金  
8,000万円（0.6%）
繰越金  
8,000万円（0.6%）
寄附金  
5,010万2千円（0.4%）
寄附金  
5,010万2千円（0.4%）

地方譲与税
1億2,613万9千円（1.0%）
地方譲与税
1億2,613万9千円（1.0%）

地方消費税交付金
4億3,000万円（3.3%）
地方消費税交付金
4億3,000万円（3.3%）

株式等譲渡所得割交付金
570万円（0.0%）
交通安全対策特別交付金
150万円（0.0％）
配当割交付金
1,200万円（0.1％）
地方特例交付金
1,190万円（0.1％）
利子割交付金
280万円（0.0％）
法人事業税交付金
2,210万円（0.2％）
環境性能割交付金
1,130万円（0.1％）

株式等譲渡所得割交付金
570万円（0.0%）
交通安全対策特別交付金
150万円（0.0％）
配当割交付金
1,200万円（0.1％）
地方特例交付金
1,190万円（0.1％）
利子割交付金
280万円（0.0％）
法人事業税交付金
2,210万円（0.2％）
環境性能割交付金
1,130万円（0.1％）

国庫支出金
8億7,670万5千円
（6.8%）県支出金

9億2,797万2千円
（7.2%）

町債
16億790万円
（12.4%）

歳  入
129億5,000万円

【
歳
入
の
ポ
イ
ン
ト（
前
年
度
と
の
比
較
）】

⃝
	

法
人
町
民
税
の
減
な
ど
に
よ
り
、
町

税
が
１
億
１
，４
７
７
万
円
の
減

⃝
	

合
併
に
よ
る
財
政
優
遇
措
置
の
終
了

に
よ
り
、
地
方
交
付
税
が
７
千
万

円
の
減

⃝
	

地
方
消
費
税
の
増
税
に
よ
り
、地
方
消

費
税
交
付
金
が
７
，６
０
０
万
円
の
増

⃝
	

ホ
ッ
ケ
ー
場
の
改
修
や
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
施
設
更
改
工
事
の
完
了
、

新
庁
舎
の
整
備
に
必
要
と
な
る
借

入
額
の
減
な
ど
に
よ
り
、
町
債
が

５
億
４
，１
９
０
万
円
の
減

一般会計・歳入予算の内訳一般会計・歳入予算の内訳

一般会計・歳出予算の内訳一般会計・歳出予算の内訳

歳  出
129億5,000万円
（性質別）

人件費
21億6,946万6千円
（16.8％）

扶助費
18億7,940万9千円
（14.5％）

公債費
11億6,418万8千円
　（9.0％）

義務的経費
52億1,306万3千円
（40.3％）

投資的経費
20億3,139万円
（15.7％）

その他の経費
57億554万7千円
（44.0％）

物件費
17億2,581万円
（13.3％）

補助費等
24億9,677万7千円
（19.3％）

普通建設事業費
20億3,139万円
（15.7％）

繰出金
11億9,333万円
（9.2％）

予備費  1,000万円（0.1％）予備費  1,000万円（0.1％）

貸付金  4,160万円（0.3％）貸付金  4,160万円（0.3％）

積立金
1億709万円（0.8％）
積立金
1億709万円（0.8％）

維持補修費
1億3,094万円（1.0％）
維持補修費
1億3,094万円（1.0％）

（％：構成比）

（％：構成比）

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の
予
算

令
和
2
年
度
当
初
予
算
は
、

『
町
民
の
世
代
を
つ
な
ぎ

　
　
　 

笑
顔
あ
ふ
れ
る
予
算
』

会　　計　　名 令和2年度予算額
❶

令和元年度予算額
❷

増　減　額
❶−❷＝❸

増減率（％）
❸/❷×100

一　般　会　計 129億5,000万円 133億3,000万円 ▲3億8,000万円 ▲ 2.9

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計

国民健康保険事業 23億4,176万9千円 23億2,602万円 1,574万9千円 0.7

介 護 保 険 事 業 23億7,345万7千円 23億4,253万1千円 3,092万6千円 1.3

後期高齢者医療事業 2億6,164万2千円 2億6,463万3千円 ▲299万1千円 ▲ 1.1

簡 易 水 道 事 業 5億1,413万円 4億2,081万9千円 9,331万1千円 22.2

公 共 下 水 道 事 業 5億5,906万円 8億5,820万3千円 ▲2億9,914万3千円 ▲ 34.9

集 落 排 水 事 業 2億8,830万9千円 2億7,821万9千円 1,009万円 3.6

温 泉 事 業 9,641万5千円 2,231万円 7,410万5千円 332.2

農林漁業体験実習館事業 2,892万7千円 2,949万円 ▲56万3千円 ▲ 1.9

土地区画整理事業 2,761万4千円 5,070万円 ▲2,308万6千円 ▲ 45.5

小　　　　　計 64億9,132万3千円 65億9,292万5千円 ▲1億160万2千円 ▲ 1.5

事
業
会
計

上 水 道 事 業 4億1,365万9千円 4億2,276万3千円 ▲910万4千円 ▲ 2.2

国民健康保険病院事業 4億1,619万円 4億3,385万3千円 ▲1,766万3千円 ▲ 4.1

小　　　　　計 8億2,984万9千円 8億5,661万6千円 ▲2,676万7千円 ▲ 3.1

合　　　　　計 202億7,117万2千円 207億7,954万1千円 ▲5億836万9千円 ▲ 2.4

【
歳
出
の
ポ
イ
ン
ト（
前
年
度
と
の
比
較
）】

⃝

法
律
の
改
正
に
よ
り
、
4
月
か
ら

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が
創
設

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
人
件
費
が

２
億
３
，０
０
２
万
５
千
円
の
増

	

ま
た
、
新
制
度
の
創
設
に
よ
り
臨
時

職
員
・
嘱
託
職
員
の
賃
金
が
人
件
費

に
移
行
し
た
こ
と
に
伴
い
、
物
件
費

が
１
億
１
，１
１
８
万
８
千
円
の
減

⃝

児
童
手
当
の
支
給
対
象
者
数
が
減
と

な
っ
た
こ
と
や
、
広
域
保
育
委
託
料

が
減
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
伴
い
、

扶
助
費
が
３
，１
３
７
万
５
千
円
の
減

⃝

認
定
こ
ど
も
園
施
設
整
備
費
補
助
金

の
減
や
、
人
工
芝
ホ
ッ
ケ
ー
場
改
修

工
事
の
完
了
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

解
体
工
事
完
了
に
伴
う
工
事
費
の
減

な
ど
に
よ
り
、
普
通
建
設
事
業
費
が

５
億
６
，２
３
３
万
１
千
円
の
減

　
令
和
2
年
度
は
、
第
二
次
越
前
町
総
合
振

興
計
画
の
中
間
年
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
成
果
と
課
題
を
踏
ま
え
、
計
画
の
目
標
達

成
に
向
け
、
着
実
に
取
組
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
本
町
発
展
の
礎い
し
ず
え

と
な
る
新
庁
舎
の

完
成
を
迎
え
る
な
ど
、
合
併
の
総
仕
上
げ
と

な
る
重
要
な
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
令
和
2
年
度
当
初
予
算
を
、

町
民
の
世
代
を
つ
な
ぎ

　
　
　
　
笑
顔
あ
ふ
れ
る
予
算

と
し
て
編
成
し
て
い
ま
す
。
町
民
が
「
ふ
る

さ
と
越
前
町
」
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
誰

も
が
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
魅
力
溢
れ
る

ま
ち
の
実
現
を
目
指
す
と
と
も
に
、
将
来
に

わ
た
り
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
確
立
し
、

各
種
施
策
を
力
強
く
、
か
つ
堅
実
に
推
し
進

め
る
予
算
と
し
て
い
ま
す
。

予
算
規
模

　

令
和
2
年
度
当
初
予
算
額
は
、
一
般
会

計
、
特
別
会
計
、
事
業
会
計
を
合
わ
せ

２
０
２
億
７
，１
１
７
万
２
千
円
で
、
前
年
度

よ
り
５
億
８
３
６
万
９
千
円
の
減
（
２・
４

％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
１
２
９
億
５
，０
０
０

万
円
で
、
前
年
度
よ
り
３
億
８
，０
０
０
万

円
の
減
（
２・
９
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
今
年
度
は
5
つ
の
重
点
施
策
に

基
づ
き
、
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

①
行
政
拠
点
施
設
で
あ
る
新
庁
舎
の
整
備

②
豊
か
な
観
光
資
源
と
お
も
て
な
し
の
心
で

地
域
を
潤
す
観
光
立
町
の
実
現

③
地
域
産
業
の
振
興
と
担
い
手
の
確
保
・
育

成
と
雇
用
の
創
出

④
次
代
を
担
う
人
材
を
育
む
包
括
的
な
支
援

の
充
実

⑤
安
全
安
心
で
快
適
な
住
環
境
の
整
備
に
よ

る
移
住
定
住
の
促
進

　
主
な
事
業
は
、
4
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
て
あ

り
ま
す
。
役
場
新
庁
舎
の
整
備
、
農
業
・
産

業
の
活
性
化
、
教
育
環
境
の
充
実
な
ど
、
越

前
町
の
歴
史
と
伝
統
を
活
か
し
な
が
ら
、
未

来
を
築
く
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

特  集
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2
月
2
日
、
県
立
武
道
館
で
第
14
回
福
井
県

ジ
ュ
ニ
ア
育
成
強
化
剣
道
大
会
が
開
か
れ
、
6

年
生
男
子
の
部
で
矢
田
部
晄
さ
ん
（
織
田
小
6

年
）、5
年
生
女
子
の
部
で
赤
星
心
晴
さ
ん
（
朝

日
小
5
年
）
が
優
勝
に
輝
き
、
4
年
生
男
子
の

部
で
山
本
優
心
さ
ん
（
城
崎
小
4
年
）
が
準
優

勝
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
5
年
生
女
子
の
部
で
内
藤
萌
日
さ
ん

（
朝
日
小
5
年
）、
4
年
生
男
子
の
部
で
山
口
海

司
さ
ん
（
四
ヶ
浦
小
4
年
）
が
ベ
ス
ト
8
に
入

賞
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
5
年
生
以
下
の
4
人
が
令
和
2

年
度
の
県
少
年
剣
道
強
化
指
定
選
手
と
な
り
ま

し
た
。

　
今
年
1
年
間
、
毎
月
1
回
県
立
武
道
館
で
強

化
錬
成
会
に
参
加
し
ま
す
。
町
民
の
み
な
さ
ん

の
あ
た
た
か
い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
学
年
は
大
会
当
時
の
も
の
で
す
。

第
14
回
福
井
県
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
強
化
剣
道
大
会

▲左から内藤 萌日さん、赤星 心晴さん、
　矢田部 晄さん、山本 優心さん、山口 海司さん、

　
3
月
15
日
、
朝
日
地
区
の
河
川
周
辺
で
、
第

46
回
天
王
川
美
化
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
会
場
と
な
る
天
王
川
流
域
で
は
、
近

隣
集
落
の
み
な
さ
ん
が
ゴ
ミ
拾
い
や
草
刈
り
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
を
始
め
た
頃
か
ら
比
べ
る
と
、
捨

て
ら
れ
て
い
る
ゴ
ミ
の
量
は
減
っ
て
い
る
も
の

の
、
空
き
缶
や
空
き
び
ん
な
ど
、
大
量
の
ゴ
ミ

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
美
し
い
景
観
、
住
み
よ
い
環
境
を
作
る
た
め

に
、
ゴ
ミ
の
投
棄
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

天
王
川
美
化
運
動
を
実
施
し
ま
し
た

▲グランプリ作品「舞い上がれ！陶芸の空へ」

　

第
13
回
越
前
大
自
慢
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の

入
賞
者
が
、
応
募
者
数
76
人
、
応
募
総
数

２
２
７
点
の
中
か
ら
25
点
が
選
定
さ
れ
、
鯖

江
市
の
金
谷
広
行
さ
ん
の
「
舞
い
上
が
れ
！
陶

芸
の
空
へ
」が
グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
入
賞
者
は
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。

グ
ラ
ン
プ
リ　

　
　
金
谷　
広
行
（
鯖
江
市
）

優
秀
賞　

　
四
季
の
絶
景
部
門

　
　
近
藤　
正
利
（
越
前
市
）

　
越
前
大
自
慢
部
門

　
　
田
辺　
英
一
（
東
京
都
）

準
優
秀
賞

　
四
季
の
絶
景
部
門　

　
　
大
谷　
繁
一
（
坂
井
市
）

　
越
前
大
自
慢
部
門　

　
　
三
田
村
久
美
子
（
鯖
江
市
）

特
別
賞
・
団
体
賞

　
越
前
町
長
賞

　
　
藤
村　
留
美
（
敦
賀
市
）

　
越
前
町
観
光
連
盟
賞

　
　
髙
橋　
豊
子
（
鯖
江
市
）

　
福
井
県
カ
メ
ラ
商
組
合
賞

　
　
安
木　
武
夫
（
福
井
市
）

　
福
井
新
聞
社
賞

　
　
桒
原　
達
夫
（
滋
賀
県
）

入　
選

　
　
辻　
　
幸
子
（
鯖
江
市
）

　
　
髙
田
津
木
男
（
鯖
江
市
）

　
　
髙
橋　
正
治
（
越
前
町
）

　
　
相
模
健
太
郎
（
福
井
市
）

第
13
回
越
前
大
自
慢
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た

　
　
塚
田　
玲
子
（
鯖
江
市
）

　
　
藤
澤　
　
進
（
福
井
市
）

　
　
宮
本　
慶
治
（
敦
賀
市
）

　
　
伊
部　
寛
二
（
鯖
江
市
）

　
　
室
田　
　
昇
（
鯖
江
市
）

　
　
堀
川
あ
け
み
（
福
井
市
）

　
　
増
田　
松
則
（
福
井
市
）

　
　
須
山　
達
也
（
滋
賀
県
）

　
　
前
田
由
加
里
（
福
井
市
）

　
　
小
棹　
惠
治
（
鯖
江
市
）

　
　
鷲
田　
則
子
（
越
前
町
）

　
　
嵐　
　
清
市
（
越
前
町
）

※
受
賞
作
品
は
え
ち
ぜ
ん
観
光

　
ナ
ビ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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特  集
えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s

快
適
で
安
全
に
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り

●
防
災
行
政
無
線
の
更
新

　
災
害
時
の
緊
急
情
報
の
周
知
を
強
化
・
徹
底

す
る
た
め
、
老
朽
化
が
進
ん
だ
越
前
地
区
の

防
災
行
政
無
線
設
備
を
更
新
し
ま
す
。

	

［
３
億
５
，９
２
１
万
６
千
円
］

●
通
学
支
援
と
公
共
交
通
の
利
用
促
進

　

高
校
へ
の
通
学
に
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通

を
利
用
す
る
学
生
に
対
し
、
保
護
者
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
や
定
住
の
促
進
を
目
的
と
し

て
、
定
期
券
の
購
入
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。	

［
４
，１
３
０
万
円
］

●
高
齢
者
の
安
全
運
転
を
サ
ポ
ー
ト

　

高
齢
者
が
車
の
ペ
ダ
ル
を
踏
み
間
違
え
る

事
故
が
全
国
的
に
多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

『
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
安
全
装
置
』
の
設
置
費

用
の
一
部
を
補
助
し
、
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
を
図
り
ま
す
。	

［
１
，０
０
０
万
円
］

●
た
め
池
の
安
全
な
管
理

　

防
災
重
点
た
め
池
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
発
生
時
の
迅

速
な
避
難
と
、
被
害
の
低
減
を
図
り
ま
す
。

	

［
１
，４
９
０
万
円
］

安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
を
整
備
し
ま
す
。

	

［
４
，６
８
３
万
９
千
円
］

人
と
仕
事
の
活
力
み
な
ぎ
る

ま
ち
づ
く
り

●
若
者
の
地
元
就
職
の
促
進

　

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
第
1
次
産
業
の
担

い
手
不
足
や
町
内
企
業
へ
の
就
職
者
の
減
少

を
打
破
す
る
た
め
、
企
業
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー

の
実
施
や
県
外
就
業
者
フ
ェ
ア
へ
の
参
加
を

と
お
し
、
若
者
の
地
元
就
職
と
移
住
・
定
住
を

促
進
し
ま
す
。	

［
２
６
２
万
５
千
円
］

●
農
業
の
振
興

　

中
山
間
地
域
で
直
面
し
て
い
る
農
業
者
の

高
齢
化
・
耕
作
放
棄
地
の
発
生
な
ど
の
問
題
に

対
処
す
る
た
め
、『
越
前
町
地
域
農
業
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
』
を
開
設
し
、
地
域
の
農
業
生

産
維
持
と
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

	

［
３
６
０
万
５
千
円
］

●
越
前
焼
の
継
承
お
よ
び
振
興

　
「
職
人
塾
（
実
技
研
修
）」
を
開
設
し
、
越

前
焼
の
技
術
継
承
や
作
陶
を
志
す
塾
生
を
支

援
し
ま
す
。
ま
た
、
北
陸
新
幹
線
の
県
内
開

業
に
向
け
、
越
前
焼
の
利
用
・
販
路
の
拡
大
に

取
り
組
み
、越
前
焼
産
地
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

	

［
１
，５
２
７
万
円
］

誰
も
が
健
康
で
暮
ら
し
や
す
さ
を

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

●
介
護
予
防
と
健
康
的
な
生
活

　

訪
問
・
通
所
・
生
活
支
援
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

を
と
お
し
て
、
要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を

予
防
し
ま
す
。
ま
た
、
つ
る
か
め
教
室
（
介

護
予
防
教
室
）
な
ど
を
と
お
し
て
、
地
域
の

中
で
自
立
し
た
在
宅
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

	

［
７
，９
９
２
万
６
千
円
］

●
地
域
医
療
の
推
進

　

織
田
病
院
に
お
い
て
、
経
年
劣
化
し
て
い

る
医
療
機
器
の
更
新
と
調
理
室
の
空
調
設
備

の
入
替
え
を
行
い
ま
す
。	［
３
，８
７
６
万
円
］

人
が
輝
き
豊
か
な
心
が

満
ち
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

●
人
々
の
交
流
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
に
合
わ
せ
、
町
で
は
ホ
ッ
ケ
ー
カ
ナ
ダ

代
表
チ
ー
ム
の
キ
ャ
ン
プ
誘
致
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
、
人
々
の
交
流
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図

り
ま
す
。	

［
８
３
６
万
２
千
円
］

●
学
校
教
育
環
境
の
充
実

　
町
内
の
小
・
中
学
校
の
中
で
も
特
に
老
朽
化

が
進
み
、
危
険
を
伴
う
お
そ
れ
の
あ
る
学
校

施
設
（
体
育
館
屋
根
・
運
動
場
・
屋
外
遊
具
な

ど
）の
改
修
や
撤
去
を
行
い
、児
童
・
生
徒
が

ふ
る
さ
と
の
個
性
を
活
か
し

交
流
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

●
地
域
の
歴
史
と
魅
力
の
発
信

　
平
成
22
年
度
か
ら
発
掘
調
査
を
行
っ
て
き
た

『
番
城
谷
山
古
墳
群
（
天
王
区
）』
か
ら
出
土
し

た
埴
輪
な
ど
の
企
画
展
覧
会
を
行
い
、
町
の
新

た
な
歴
史
の
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

	

［
３
０
６
万
５
千
円
］

持
続
可
能
な
健
全
行
財
政
の

ま
ち
づ
く
り

●
行
政
拠
点
施
設
の
整
備

　

平
成
30
年
度
か
ら
建
設
工
事
を
行
っ
て
き

た
新
庁
舎
は
、
本
年
度
で
完
成
と
な
り
ま
す
。

新
庁
舎
で
の
ス
ム
ー
ズ
な
業
務
開
始
に
努
め

る
と
と
も
に
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
利
用
し

や
す
い
越
前
町
役
場
を
目
指
し
ま
す
。

	

［
６
億
９
，１
９
３
万
５
千
円
］

問
合
せ
先

　
企
画
財
政
課　
☎
３
４‒

８
７
０
２

主
な
事
業

S p e c i a l  f e a t u r e  a r t i c l e



問合せ先　総務課　☎34‒8700

町と町民の架け橋になっていただく令和2年度の区長が決まりました。
各地区の区長は、次のみなさんです。よろしくお願いします。

新しい区長をご紹介します

地 区 会 長 孝　久　幸　一

地区副会長 吉　田　智　広

地区副会長 大　林　良　樹

区　名 区　長　名

西 田 中 孝　久　幸　一

内 郡 河　内　　　昇

朝 日 時　田　正　人

上 川 去 齊　藤　重　人

春 日 佐々木　一　郎

岩 開 来　田　秋　生

佐 々 生 藤　井　雅　夫

宇 田 天　谷　信　幸

気 比 庄 酒　井　和　幸

田 中 塩　屋　貞　美

市 伊　藤　久　幸

乙 坂 木　下　　　猛

栃 川 早　苗　節　朗

天 王 木　下　久仁雄

宝 泉 寺 原　　　美　行

金 谷 吉　田　智　広

青 野 佐々木　俊　夫

頭 谷 水　野　　　平

茱 原 佐　藤　光　宣

境 野 山　口　隆　夫

横 山 五　島　利兵衞

牛 越 鷲　田　輝　己

野 末 水　野　吉　広

大 畑 鈴　木　雅　美

小 倉 大　林　良　樹

葛 野 漆　﨑　賢　治

野 田 吉　田　則　夫

下 糸 生 松　山　治　幸

脇 渡　邉　久　志

大 谷 寺 水　島　憲　一

中 野 冨　山　直　樹

上 糸 生 前　田　彰　治

大 玉 松　田　清　明

清 水 渡　邉　照　夫

森 渡　邉　俊　之

杖 立 松　島　孝　恵

小 川 三田村　　　誠

真 木 木　村　秀　則

天 谷 藤　澤　定　男

朝　日　地　区
地 区 会 長 株　田　繁　和

地区副会長 武　藤　壽　一

地区副会長 吉　田　敏　幸

区　名 区　長　名

熊 谷 田 中 太左ヱ門

古 屋 川　嶋　孝　史

増 谷 上　野　重　隆

小曽原 大区長 株　田　繁　和

小曽原 第1 山　内　光　秀

小曽原 第2 籔　内　義　美

小曽原 第3 木　原　繁　治

江波 大区長 竹　内　俊　治

江波 第1 向　當　定　男

江波 第2 坂　下　直　樹

江波 第3 岩　原　忠　徳

広 野 山　岸　康　秀

蚊 谷 寺 武　田　和　哲

樫津 大区長 武　藤　壽　一

樫津 第1 田　中　康　久

樫津 第2 土　田　満　司

八田新保 武　藤　功　士

舟 場 西　尾　義　幸

八 田 吉　田　敏　幸

陶の谷 総区長 河　合　利　満

円 満 河　合　利　満

上 野 黒　田　英　一

野 菅　野　　　博

宇 須 尾 青　山　直　樹

大 谷 佐　藤　正　治

蟬 口 鷲　田　和　夫

寺 山　本　一　夫

宮　崎　地　区
地 区 会 長 青　栁　隆　治

地区副会長 小刀称　治　一

地区副会長 河　井　文　夫

区　名 区　長　名

玉 川 桝　谷　桝　一

血 ヶ 平 森　川　修　一

左 右 小刀称　治　一

梨子ヶ平 滝　本　正　美

梅 浦 熊　坂　英　典

上 瀬 江ノ畑　一　郎

中 筋 鷹　巣　晃　順

下 側 梅　野　秀　一

上 側 橋　本　　　憲

鷺 崎 青　栁　隆　治

宿 小図子　俊　二

新 保 三　木　　　実

城 ヶ 谷 山　口　政　行

小 樟 川　上　和　弘

大 樟 栁　生　秀　幸

道 口 河　邉　隆　三

厨 河　井　文　夫

茂 原 仲　村　隆　雄

白 浜 山　口　良　和

高 佐 菱　谷　一　博

米 ノ 東　　　春　樹

午房ヶ平 嶽　　　 　茂

六 呂 師 石　田　和　也

越　前　地　区

（行政区順、敬称略）

地 区 会 長 鈴　木　金治郎

地区副会長 佐々木　邦　彦

地区副会長 杉　森　孝　行

区　名 区　長　名

織田大区 鈴　木　金治郎

鎌 坂 駒　野　正　和

北 島　田　豊　治

東 嵐　　　康　祐

高 橋 冨　田　得　夫

辻 佐々木　隆　興

馬 場 武　市　敏　宏

上 野 水　嶋　幸　一

寺 家 森　下　義　弘

杉 の 花 田　中　孝　義

市 場 水　谷　英　一

堤 河　上　光　幸

平 等 左　近　良　一

下 河 原 友　廣　隆　治

矢 倉 奥　田　茂　一

中 宇　野　義　信

大 王 丸 石　田　建　夫

三 崎 河　上　重　春

打 越 向　　　和　彦

四 ッ 杉 関　　　哲　雄

下 山 中 中　西　清　治

上 山 中 林　　　良　一

細 野 伊　部　宏　幸

岩 倉 伊　部　雅　俊

笹 川 渡　辺　家　次

桜 谷 伊　藤　幹　夫

山 田 石　田　志　信

赤 井 谷 佐々木　邦　彦

入 尾 佐々木　佐　内

笈 松 佐々木　　　嵩

萩野の里 久　保　敏　男

脇 谷 伊　部　和　浩

丸 山 塚　﨑　浩　美

西 ヶ 丘 品　川　好　成

上 戸 杉　森　孝　行

織　田　地　区

　「空き家情報バンク」制度とは、空き家の賃貸・売却を希望する所有者から登
録された情報を、町のホームページで公開し、定住・住み替えなどで空き家の利
用を希望する人に提供するものです。
　町内に「貸したい、売りたい」という空き家をお持ちのみなさん、ぜひ空き
家情報バンクへの登録をお願いします。

貸 借

①空き家登録申込み

③登録完了

⑥宅建協会（媒介業者）が仲介して交渉・契約

②現地調査

④情報提供

⑤利用申込み

越
前
町
空
き
家
情
報
バ
ン
ク

所
有
者
な
ど

空
き
家
を
貸
し（
売
り
）た
い
人

利
用
希
望
者

空
き
家
を
借
り（
買
い
）た
い
人

空き家情報バンク利用上の注意事項
■	登録申込みいただいた物件は、（公社）福井県宅地建物取引業協会と町が現地調査し、空き

家物件と認められた場合、「越前町空き家情報バンク」に登録します。

■	契約交渉は（公社）福井県宅地建物取引業協会の媒介業者が仲介を行い、成約となった場
合には宅地建物取引業法に基づく仲介手数料が発生します。詳しくは、町ホームページを
ご覧ください。

空き家の住宅診断費用の一部を補助します
　中古住宅（空き家）の住宅診断を行うことにより、住宅の品質や性能が明らか
になります。町では、空き家の流通促進を図るため、その診断費用の一部を補助
します。

【空き家診断促進事業】　
対 象 住 宅	 空き家情報バンクに登録しているまたはこれから登録する一戸建て

住宅
	 ※診断は1つの住宅につき1回

対　象　者	 空き家の個人所有者で、町税の滞納がない人

補 助 金 額	 診断費用の2/3（最大35,000円）

空き家診断	 建築士が建物の基礎や外壁のひび割れ、雨漏りなどの劣化・不具合の
状況を診断します

問合せ先　定住促進課　☎34‒8727

空
き
家

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
制
度
に
物
件
を
登
録
し
ま
し
ょ
う
？

情
報
バ
ン
ク
制
度
に
物
件
を
登
録
し
ま
し
ょ
う
？

町からのお知らせ I n f o r m a t i o nえちぜん
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多世帯同居住まい推進事業
　現在、住んでいる住宅の多世帯同居につながる改修工
事を行う場合に、工事費の一部を補助します。
対象住宅	 間取りの変更、バリアフリー化、台所・浴室な

どの改修を県内業者が施工する一戸建て住宅
※住宅（母屋）のはなれの新築（敷地内増築）

も対象になります。
補助金額	 最大60万円

多世帯近居住まい推進事業
　直系親族が住んでいる住宅の近くで、これから住宅を
建築または購入される場合に、費用の一部を補助します。
対象住宅	 一戸建て住宅（町が販売している分譲地に建

築する場合は対象になりません）
補助金額	 最大30万円

※申請日時点で満18歳以下の子どもと同居
している場合、【フラット35】の借入金利
が5年間0.25% 引き下げられる制度（【フ
ラット35】子育て支援型）が利用できます。

空き家住まい支援事業
　町の空き家情報バンクに登録されている空き家を購入
または賃貸する人などに対して、空き家の購入やリフォー
ムにかかる費用の一部を補助します。
補助金額	 購入・リフォームともに最大30万円

※【フラット35】の借入金利が5年間0.25%
引き下げられる制度（【フラット35】地域
活性化型）が利用できます。

福井の伝統的民家活用推進事業
　伝統的民家を保存し、地域づくりおよび景観づくりを
普及促進するため、伝統的民家の改修工事にかかる費用
の一部を補助します。
対象住宅	 次の全てに該当する住宅

◦県から「ふくいの伝統的民家」として認定
を受けた住宅

◦耐震診断・改修プランの作成を行った住宅
◦外観の改修、構造体の改修、住宅に付属する

土蔵の外観や門、塀の改修などを行う住宅
補助金額	 伝統的民家群保存活用推進地区内（天王・宝

泉寺・内郡・岩開・佐々生・宇田・江波・中地
区の一部）… ………………………最大300万円

	 推進地区外………………………最大200万円

空き家等地域貢献活用支援事業
　地域の問題解決や活性化を図ることを目的に、NPO

法人または地域自治組織等の団体が、対象空き家を利用

し、当該事業で活用するためにリフォームする費用の一

部を補助します。

対象空き家	 越前町空き家情報バンクに登録されている

一戸建ての住宅

対　象　者	 NPO 法人または、町内に事業の本拠を置き

5人以上で構成された地域に貢献する団体

対 象 経 費	 対象空き家の改修費用

	 （内装改修、外壁改修、水回りの改修など）

補 助 金 額	 対象となる改修費用の2/3	

	 （最大100万円）　

空き家等新規創業支援事業
　対象空き家を利用して、地域活性化を図ることを目的

に新規創業する個人または法人に対し、当該空き家の購

入・改修費用の一部を補助します。

対象空き家	 越前町空き家情報バンクに登録されている

一戸建ての住宅

対　象　者	 対象空き家を購入または賃借し、地域活性

化をしようとする新規創業者または新規事

業展開者（個人、法人は問いません）

対 象 経 費	 対象空き家の購入・改修費用

	 （内装改修、外壁改修、水回りの改修など）

補 助 金 額	 対象となる購入・改修費用の2/3

	 （最大100万円）

※対象空き家の改修は必須です。購入のみ

の費用は補助対象になりません。

木造住宅耐震化促進事業
　大規模地震から生命や財産を守るために実施する耐震
診断や補強プランの作成、耐震改修にかかる費用の一部
を補助します。

①一般診断　耐震診断・補強プラン作成
　福井県木造住宅耐震診断士が、耐震性能を診断し、具
体的な耐震補強方法や概算費用などの簡易な補強プラン
を作成します。
対象住宅	 昭和56年5月以前に着工された一戸建

ての木造住宅
個人負担額　1万円

②伝統診断
　伝統的構法で建てられた住宅に適した耐震診断で
す。基本的に基礎の改修工事を必要としないので、
経済的負担を軽減できます。

伝統耐震診断・補強プラン作成
　伝統耐震診断士が、耐震性能を診断し、具体的な
耐震補強方法や概算費用などの簡易な補強プランを
作成します。ただし、診断前に古民家鑑定および床
下インスペクションを行っていただく必要があり、
別途費用がかかります。
対象住宅	 伝統的構法で建てられ、かつ建設後50年

が経過した一戸建て木造住宅
個人負担額	 24,200円

③耐震改修
対象住宅　◦耐震診断・補強プラン作成を行った住宅

で、診断の結果、上部構造評点が1.0未
満となる住宅

　　　　　◦改修後の上部構造評点が1.0以上となる
住宅。

　　　　　◦工事監理を、福井県木造住宅耐震診断士
が行う住宅。

補助金額	 最大100万円（工事費の80% 以内）
※伝統的構法によるもの、または終戦前の地

域の伝統的民家の意匠を基調としたもの
として「ふくいの伝統的古民家」に認定さ
れたものについては、最大170万円です。

空き家等片付け支援事業
　対象空き家に残存する家財道具等の片付け費用の一部

を補助します。

対象空き家	 越前町空き家情報バンク登録物件または登

録する物件

対　象　者	 物件所有者、物件所有者からの承諾を受け

た人

対 象 経 費	 ごみ収集や運搬費、一般廃棄物処理費、特

定家庭用機器リサイクル費、遺品整理作業

費、家財道具等の処分委託費など

補 助 金 額	 対象となる経費の1/2

	 （最大5万円）　

空き家等除却支援事業
　老朽空き家等の解体を促進し、安全で安心の暮らしの

確保と地域の住環境の向上を図ることを目的に、老朽空

き家を解体撤去する人に対し、その経費の一部を補助し

ます。

対象空き家	 老朽空き家（著しく老朽化した危険な空き

家）または準老朽空き家（損傷があり、売

りものにならない空き家）であり、町の条

件をすべて満たすもの

対　象　者　◦物件所有者（当該空き家の管理または処

分に関し、所有権その他正当な権利を有

する人）

◦物件所有者の法定相続人で解体をしよう

とする人

対 象 経 費	 対象物件の解体工事費用（残置物の処分費、

各種申請手数料、その他諸経費は対象外）

補 助 金 額	 対象工事に要した費用の1/2

①老朽空き家（最大100万円）

②準老朽空き家（最大60万円）

問合せ先　定住促進課　☎34‒8727

　定住促進課と事前協議が必要です。調査の結
果、補助対象とならない場合がありますのでご
了承ください。
　11月末日が申請の〆切です。

住宅の改修・購入を補助します空き家等対策の補助制度

空き家等対策の補助を空き家等対策の補助を
受けるための注意点受けるための注意点

　募集期間を4月6日（月）から9月30日（水）とします
ので、この期間内に申請書を提出してください。受付は
先着順とします。申込件数が予算枠に達した場合は受付
終了となりますのでご了承ください。
　なお、いずれの補助事業も、着工前に申請する必要が
あります。町の補助金の交付決定前に着工した場合は、
補助対象になりませんので、ご注意ください。

住宅改修・購入補助を住宅改修・購入補助を
受けるための注意点受けるための注意点

町からのお知らせ I n f o r m a t i o nえちぜん
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マイナちゃんの　 ポイントマイナンバー クイズの答え　×
ご自分のパソコンやスマートフォンでも事前予約は
できますが、住民環境課窓口でお手続きをサポート
しています。くわしくは、町ホームページで。

ワン

今月のマイナンバーカード休日交付窓口は、4月26日（日）です。
ご予約は、24日（金）までに住民環境課（☎34–8708）へお願いします。

クイズ  マイ難問? !マイ難問? !
マイナンバーカードを持ってると最大5,000円分もらえるマイナポイントの申請は、
事前予約が必要らしいけど、自分で予約の手続きはしないといけない？　〇？　×？

マイナンバーに関する疑問をクイズ形式で解決します。

クイズの答えは、
左のページ

国民年金保険料のお知らせ

国民健康保険税の税率が変わります

②町の国民健康保険の現状

　国民健康保険制度は、加入者のみなさんが納める保険税と、国・県・町の公費などで運営をしており、保険税収入は
みなさんの医療費にあてられる重要な財源となっています。今後も、安心して医療のサービスを受けられるよう、国民
健康保険の安定的な運営を図っていきますので、ご理解とご協力をお願いします。

①国民健康保険加入者数
平成27年度………………… 5,187人
令和元年度（見込）………… 4,402人

5年で約15％ ↓

②1人あたりの医療費
平成27年度……………… 367,501円
令和元年度（見込）……… 461,741円

5年で約26％ ↑

③国民健康保険税収入額
平成27年度…………… 441,330千円
令和元年度（見込）…… 420,000千円

5年で約5％ ↓

①税率の改正
　国民健康保険を安定的に維持
し、加入者のみなさんの健康と
くらしを守るため、国民健康保
険税の税率を見直し、令和2年
度から次のとおり改正します。

区　　　分 令和2年度 令和元年度 増　減

医 療 保 険 分

所得割 7.00% 6.60% 0.40%
資産割 ※　　　― 6.00% △6.00%
均等割 30,100円 28,700円 1,400円
平等割 21,400円 21,400円 ―

後期高齢者支援分
所得割 2.20% 1.70% 0.50%
均等割 10,200円 7,800円 2,400円
平等割 7,300円 5,800円 1,500円

介護保険分
※40 〜 64歳の
　加入者のみ

所得割 1.85% 1.50% 0.35%
均等割 9,800円 9,500円 300円
平等割 5,000円 5,000円 ―

※固定資産税により賦課される資産割は、令和2年度からすべて廃止します。

　国民年金保険料（月額）は、令和2年度が16,540円、令和3年度が16,610円です。保険料をまとめて支払う前納制
度を利用していただくと、保険料が割り引きされ、お得になります。

　前納制度を利用するには、年金事務所にお申込みが必要です。最寄の
年金事務所にお問い合わせください。

問合せ先　武生年金事務所　☎23‒1126
　　　　　健康保険課　　　☎34‒8710

問合せ先　税務課　☎34‒8709

令和2年度 1か月分 6か月分 1年分 2年分 口座振替日
毎月納付

（現金納付・口座振替） 保 険 料 額 16,540円 99,240円 198,480円 397,800円 翌月末

現
金
納
付

６ か月前納
保 険 料 額 － 98,430円 － －

－
割 引 額 － 810円 － －

１ 年 前 納
保 険 料 額 － － 194,960円 －

－
割 引 額 － － 3,520円 －

２ 年 前 納
保 険 料 額 － － － 383,210円

－
割 引 額 － － － 14,590円

口
座
振
替

毎月振替 保 険 料 額 16,490円 98,940円 197,880円 396,600円
当月末

【早　　  割】 割 引 額 50円 300円 600円 1,200円

６ か月前納
保 険 料 額 － 98,110円 － － 上期（4月～ 9月分）

→　 4 月30日

割 引 額 － 1,130円 － － 下期（10月～翌年3月分）
→　11月 2 日

１ 年 前 納
保 険 料 額 － － 194,320円 －

4月〜翌年3月分　　→　 4 月30日
割 引 額 － － 4,160円 －

２ 年 前 納
保 険 料 額 － － － 381,960円

4月～翌々年3月分　→　 4 月30日
割 引 額 － － － 15,840円
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後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料

　
各
納
期
月
末
日
（
12
月
は
25
日
）

　
上
下
水
道
使
用
料

毎
月
末
日
（
12
月
は
25
日
）

　
保
育
料
、
住
宅
使
用
料

　
毎
月
25
日

※
口
座
振
替
日
が
土
日・祝
日
の
と
き
は
、

翌
営
業
日
に
振
替
さ
れ
ま
す
。

※
上
下
水
道
使
用
料
の
み
振
替
日
に
振
替

で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
翌
月
15
日
に

再
振
替
し
ま
す
。

口
座
振
替
の
開
始
手
続
き

手
続
き
に
は
、
預
金
通
帳
と
通
帳
届
け
出
印

が
必
要
で
す
。
口
座
振
替
依
頼
書
に
必
要
事

項
を
記
入
押
印
し
、
金
融
機
関
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
会
計
課　
☎
３
４‒

８
７
０
６

手
数
料　
無
料

お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

◦
本
人
が
確
認
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

※
顔
写
真
付
き
で
な
い
も
の
の
場
合
は
、

2
点
以
上
の
本
人
確
認
書
類

◦
印
鑑

◦
委
任
状
（
代
理
人
の
場
合
の
み
）

問
合
せ
先　
税
務
課　
☎
３
４‒

８
７
０
９

I n f o r m a t i o nえちぜん町からのお知らせ
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消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ
I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署	 丹 生 分 署　☎36‒0119
	 朝日分遣所　☎34‒0119
	 越前分遣所　☎37‒0119
	 http://www.fd-sabaenyu.jp/

林野火災を防ぐために

林野火災　原因別発生割合（令和元年）

　林野火災の発生には季節的な特徴があり、山火事の約7割が春先にかけて集中して発生しています。林
野火災の主な原因は、たき火やタバコの不始末、ゴミの焼却や焼畑農業などちょっとした火の取扱いの不
注意で発生しています。山火事を防ぐため、火の取り扱いには十分に注意してください。

　また、自宅敷地内や所有する畑などで家庭から出るゴミを焼却することはできません。「火災とまぎら
わしい煙又は火炎を発するおそれのある行為の届出書」という届出がありますが、煙または炎を発する
ことを事前に消防署に届け出るもので、野焼きの行為を認めるものではありません。
　農作業に伴う野焼きは例外として認められていますが、多くの苦情が寄せられています。近隣の迷惑
にならないよう、ご理解とご協力をお願いします。

1.	稲わらやもみ殻などは、むやみに焼却せず、田畑に
すき込むなどして活用する。

2.	白煙が出ないよう、よく乾燥させてから焼却する。
3.	あらかじめ近隣に住む人の了解を得る。
4.	時間を決めて焼却を行うなど配慮する。

たき火
30.3％その他

40.6％

火入れ
18.9％放火

疑い
5.1％

たばこ
5.1％

工事等発注一覧（予定価格250万円以上）  2月16日〜3月31日

問合せ先　監理課　 ☎34‒8719

工　　　事　　　等　　　名 地　係 請負金額 請負業者名 主管課

越前町本庁舎据付家具設置工事（その３） 西 田 中 25,597,000 オタ建設㈱ 庁舎建設室

令和元年度	 越前町ため池緊急防災環境整備事業
	 江波２廃ため池測量設計業務委託 江 波 7,590,000 福井県土地改良

事業団体連合会 農林水産課

令和元年度	 気比庄第二土地区画整理事業 宅地整地工事 気 比 庄 6,089,600 ㈱森下組 定住促進課

　
春
は
入
学
の
シ
ー
ズ
ン
で
あ
り
、
通
学
に
不

慣
れ
な
子
ど
も
た
ち
や
初
心
者
の
運
転
手
も
増

え
て
き
ま
す
。
新
入
学
児
童
に
、
交
通
ル
ー
ル

に
対
す
る
理
解
と
交
通
マ
ナ
ー
の
習
慣
付
け
が

必
要
な
時
期
で
す
。

　
「
家
族
ぐ
る
み
、
地
域
ぐ
る
み
」
で
交
通
事

故
に
つ
い
て
考
え
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正

し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
、
交
通

事
故
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

運
転
の
重
点
と
取
組
み

①
子
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の
安
全
の
確
保

◦
道
路
を
横
断
す
る
際
は
、横
断
歩
道
を
渡
る
、

信
号
は
必
ず
守
る
な
ど
、
自
分
の
安
全
を
守

る
た
め
に
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◦
夕
暮
れ
時
や
夜
間
に
外
出
す
る
と
き
は
、
運

転
者
が
認
識
し
や
す
い
よ
う
明
る
い
服
装
や

反
射
材
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

◦
横
断
歩
道
を
渡
ろ
う
と
し
て
い
る
人
が
い
た

場
合
は
、
必
ず
一
時
停
止
し
て
、
歩
行
者
優

先
を
徹
底
し
、
歩
行
者
が
安
全
に
行
動
で
き

る
よ
う
に
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

②
高
齢
運
転
者
等
の
安
全
運
転
の
励
行

◦
運
転
中
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
操
作
は
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

◦
「
あ
お
り
運
転
」
は
重
大
な
交
通
事
故
に
つ

な
が
る
悪
質
・
危
険
な
行
為
な
の
で
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。

◦
高
齢
運
転
者
は
、
交
通
安
全
講
習
や
運
転
適

性
検
査
を
積
極
的
に
受
け
る
と
と
も
に
加
齢

等
に
伴
う
身
体
機
能
の
変
化
を
認
識
し
、
そ

の
能
力
に
応
じ
た
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

4
月
6
日
か
ら
15
日
は
春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
期
間
で
す

◦
自
動
ブ
レ
ー
キ
お
よ
び
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い

時
加
速
抑
制
装
置
の
搭
載
さ
れ
た
セ
ー
フ

テ
ィ
・
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
Ｓ
な
ど
の
利
用
を
検

討
し
ま
し
ょ
う
。

③
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

◦
二
人
乗
り
、
並
進
、
飲
酒
運
転
の
禁
止
を
徹

底
し
無
灯
火
、
傘
差
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
や
イ
ヤ
ホ
ン
な
ど
の
使
用
は
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。

◦
自
転
車
事
故
被
害
者
の
救
済
の
た
め
、
損
害

賠
償
責
任
保
険
な
ど
（
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
付
帯
保

険
な
ど
）
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

④
交
通
安
全
3
S
＋
2
ア
ク
シ
ョ
ン
の
励
行

◦Save Silver

（
高
齢
者
の
事
故
抑
止
）

◦Save C
hild

（
子
ど
も
の
事
故
抑
止
）

◦Slow
 D
ow
n

（
ゆ
と
り
あ
る
速
度
で
の
運
転
）

◦
交
通
事
故
が
起
き
に
く
い
環
境
づ
く
り

◦
車
に
頼
り
す
ぎ
な
い
社
会
づ
く
り

問
合
せ
先　
防
災
安
全
課　
☎
３
４‒

８
７
２
１

特
別
弔
慰
金
の
趣
旨

　
戦
後
75
周
年
に
当
た
り
、
今
日
の
我
が
国
の

平
和
と
繁
栄
の
礎
と
な
っ
た
戦
没
者
等
の
尊
い

犠
牲
に
思
い
を
い
た
し
、
国
と
し
て
改
め
て
弔

慰
の
意
を
表
す
る
た
め
、
戦
没
者
等
の
ご
遺
族

に
特
別
弔
慰
金（
記
名
国
債
）を
支
給
す
る
も

の
で
す
。

支
給
対
象
者

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
令
和

2
年
4
月
1
日（
基
準
日
）に
お
い
て
、「
恩
給

法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」や「
戦
傷
病
者
戦
没

者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」な
ど

を
受
け
る
人（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）が

い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位

の
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
令
和
2
年
4
月
1
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦

没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受

給
権
を
取
得
し
た
人

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
⑴
父
母
⑵
孫
⑶
祖
父
母
⑷
兄

弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
生
計
関
係
や
基

準
日
に
お
け
る
遺
族
以
外
の
人
と
の
婚
姻

関
係
の
有
無
な
ど
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ

替
わ
り
ま
す
。

④
右
記
⑴
か
ら
⑶
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親

等
内
の
親
族
（
甥
、
姪
等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
ま
で
引
き
続
き
1
年
以

上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
人
に
限
り

ま
す
。

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
み
な
さ
ん
へ
　
～
第
十
一
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
～

支
給
内
容

　
25
万
円
、
5
年
償
還
の
記
名
国
債

請
求
期
間

　
令
和
2
年
4
月
1
日
か
ら
令
和
5
年
3
月
31
日

問
合
せ
先

　
朝
日
地
区
に
お
住
ま
い
の
人

　
　
福
祉
課	

☎
３
４‒
８
７
２
５

　
宮
崎
地
区
に
お
住
ま
い
の
人

　
　
宮
崎
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

　
　
　
　
　
　
☎
３
２‒

７
７
１
１

　
越
前
地
区
に
お
住
ま
い
の
人

　
　
越
前
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

	

☎
３
７‒

７
７
１
１

　
織
田
地
区
に
お
住
ま
い
の
人

　
　
織
田
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

	

☎
３
６‒

７
７
１
１

町からのお知らせ
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町
で
は
7
月
31
日
に
任
期
満
了
と
な
る
農
業

委
員
と
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
公
募

し
ま
す
。

募
集
人
数

　
農
業
委
員　
15
人

　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員　
9
人

対
象
者

農
業
委
員

農
地
に
関
す
る
識
見
を
有
し
、
農
地
等
の
利

用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
事
項
そ
の
他

農
業
委
員
会
の
所
掌
に
属
す
る
事
項
に
関
し

て
そ
の
職
務
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
人

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
に
熱
意
と
識
見
を

有
す
る
人

委
員
の
任
期

農
業
委
員

令
和
2
年
8
月
1
日
か
ら

令
和
5
年
7
月
31
日
（
3
年
間
）

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

町
農
業
委
員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
日
か
ら
令

和
5
年
7
月
31
日
（
3
年
間
）

委
員
の
選
考
方
法

農
業
委
員

越
前
町
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

町
農
業
委
員
候
補
者
選
定
委
員
会
で
書
類
選

考
な
ど
の
上
、
議
会
の
同
意
を
得
て
、
町
長

が
任
命
し
ま
す
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

町
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
候
補
者
選
定

委
員
会
で
書
類
選
考
な
ど
の
上
、
町
農
業
委

員
会
が
委
嘱
し
ま
す
。

受
付
期
間

3
月
23
日
㈪
〜
4
月
22
日
㈬（
土
日
を
除
く
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

郵
送
の
場
合
は
4
月
22
日
㈬
必
着

応
募
方
法

推
薦・応
募
用
紙
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
、

宮
崎・越
前・織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
あ
り
ま
す
。

推
薦
・
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

農
業
委
員
会
事
務
局
に
持
参
ま
た
は
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。
推
薦・応
募
用
紙
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先

　
農
業
委
員
会
事
務
局
（
農
林
水
産
課
内
）

　
☎
３
４‒

８
７
０
４

　

未
来
の
越
前
焼
産
業
を
担
う
若
手
職
人
の
自

立
支
援
と
町
内
定
着
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
工
房
と
住
宅
を
兼
ね
備
え
た
、
越
前
陶
芸
村

「
陶
房
ア
ト
リ
エ
」
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

物
件
概
要

◦
住　
所　
越
前
町
小
曽
原
第
15
号
1
番
地

◦
構　
造　
木
造
瓦
葺
平
屋
建

　
　
　
　
　
（
延
床
面
積
9
2
．5
6
㎡
、

　
　
　
　
　

 

敷
地
面
積 

3
6
3
．0
㎡
）

◦
設
備
等　
空
調
機
2
基
、
電
気
窯
1
基

利
用
期
間

3
年
間
（
令
和
2
年
5
月
1
日
か
ら
令
和
5

年
4
月
30
日
ま
で
）

※
期
間
の
満
了
に
よ
り
、
更
新
が
な
く
確
定

的
に
契
約
が
終
了
す
る
定
期
建
物
賃
貸
借

契
約
を
締
結
し
ま
す
。

賃
貸
料

　
月
額 

１
１
，０
０
０
円
（
消
費
税
含
む
）

募
集
対
象
者

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
越
前
焼
の
伝
統
工
芸
職
人
塾
を
修
了
し
、

将
来
、
町
内
で
越
前
焼
の
窯
元
と
し
て
自

立
す
る
意
思
を
有
し
、
現
に
作
陶
場
所
に

困
っ
て
い
る
人

②
専
門
学
校
や
窯
元
な
ど
で
、
陶
芸
の
実
技

経
験
を
2
年
以
上
有
す
る
人
で
、
将
来
、

町
内
で
越
前
焼
の
窯
元
と
し
て
自
立
す
る

意
思
を
有
し
、
現
に
作
陶
場
所
に
困
っ
て

い
る
人

越
前
陶
芸
村
「
陶
房
ア
ト
リ
エ
」
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

　
こ
の
制
度
は
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
っ
て
就

学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
小
中
学
生
の
保
護
者

に
対
し
て
町
が
支
援
を
行
う
制
度
で
す
。

　
保
護
者
か
ら
の
申
請
に
よ
り
、
所
得
な
ど
の

条
件
を
審
査
し
認
定
の
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

（
認
定
条
件
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。）

　
準
要
保
護
児
童
生
徒
と
し
て
認
定
さ
れ
た
場

合
、
学
用
品
費
、
校
外
活
動
・
修
学
旅
行
費
な
ど

の
一
部
、
学
校
給
食
費
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

令
和
2
年
度 

就
学
援
助
費
の
お
知
ら
せ

　
援
助
を
必
要
と
さ
れ
る
人
は
、
学
校
で
申
請

書
を
受
け
取
り
、
必
要
書
類
を
添
え
て
学
校
へ

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
、年
度
の
途
中
で
家
庭
環
境
が
変
わ
っ

た
場
合
な
ど
も
、い
つ
で
も
申
請
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

８
７
１
６

　
4
月
1
日
か
ら
丹
南
農
林
事
務
所
丹
生
分
庁
舎

を
南
越
合
同
庁
舎
に
あ
る
本
所
に
集
約
し
ま
す
。

　
集
約
後
も
越
前
町
地
区
担
当
を
設
け
、
訪
問

指
導
な
ど
は
、
本
所
で
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

丹
南
農
林
総
合
事
務
所
丹
生
分
庁
舎
（
内
郡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
↓

丹
南
農
林
総
合
事
務
所
（
越
前
市
上
太
田
町
）

　
ま
た
、
越
前
漁
港
事
務
所
は
越
前
漁
港
付
近

へ
移
転
し
ま
す
。

4
月
か
ら
県
の
出
先
機
関
の
窓
口
が
変
わ
り
ま
す

越
前
漁
港
事
務
所

丹
南
農
林
総
合
事
務
所
丹
生
分
庁
舎
内（
内
郡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
↓

福
邦
銀
行
旧
越
前
支
店
（
道
口
）

問
合
せ
先

　
丹
南
農
林
総
合
事
務
所

　
　
農
業
経
営
支
援
部　
☎
２
３‒

４
５
３
４

　
　
林
業
部　
　
　
　
　
☎
２
３‒

４
９
６
１

　
越
前
漁
港
事
務
所　
　
☎
４
２‒

５
２
９
１

応
募
方
法

越
前
陶
芸
村
「
陶
房
ア
ト
リ
エ
」
利
用
申
込

書
を
商
工
観
光
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
利
用
申
込
書
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
く
か
、
商
工
観
光

課
、
各
住
民
サ
ー
ビ
ス
室
で
お
受
け
と
り

く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　
4
月
17
日
㈮　
当
日
消
印
有
効

問
合
せ
先　
商
工
観
光
課　
☎
３
４‒

８
７
２
０

　平成31年1月から令和元年12月までに締結（公告）された農地の10アール当たりの田（水稲）の賃借料水準は次の
表のとおりです。また、この水準は、賃借料決定の参考として提供するものなので、実際の契約は、貸し手、借り
手の両者でよく協議したうえで決定してください。

農地の賃借料情報

地　　区　　名 平均額（円） 最高額（円） 最低額（円） データ数（筆） 備　　　　　考

朝日地区

朝日地区 8,800 12,000 6,000 62 使用貸借権設定	 6筆

常磐地区 ― ― ― ― 使用貸借権設定	 6筆

糸生地区 8,000 10,000 6,000 10 使用貸借権設定	 10筆

宮崎地区　 7,600 8,000 7,500 9 使用貸借権設定	 227筆

越前地区
四ヶ浦地区 1,600 1,600 1,600 10 使用賃借権設定	 5筆

城崎地区 ― ― ― ―

織田地区
織田地区 ― ― ― ― 使用貸借権設定	 10筆

萩野地区 ― ― ― ― 使用貸借権設定	 7筆

町　　平　　均 7,800 12,000 1,600 91 使用貸借権設定	 271筆	（75.0%）

※使用貸借権とは、借主が借用物を無償（0円）で使用収益できる権利です。
※「－」は、農地法第3条及び農業経営基盤強化促進法に基づき締結（公告）の該当データがないものです。
　データ数が5筆未満となる場合は、必要データ数を満たさないため記載しません。
※データ数は、集計に用いた筆数です。平均額は、データ数による加算平均の値です。
※賃借料を物納支給（水稲）としている場合は、60キロ当たり12,000円に換算しています。金額は、算出結果を四捨五入し、

100円単位としています。

問合せ先　越前町農業委員会（農林水産課内）　☎34‒8704

▲陶房アトリエ外観

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
は
主
に
業
務
用
の
電
気
機
器
や
照
明

機
器（
安
定
機
）に
使
用
さ
れ
て
い
た
有
害
な
油

で
す
。
１
９
７
７
年（
昭
和
52
年
）に
製
造
中
止

さ
れ
ま
し
た
が
、
今
な
お
多
く
の
機
器
が
残
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
処
分
は
種
類
に
よ
っ
て
期

限
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
現
在
使
用
中
の
も
の

も
廃
棄
し
て
期
限
ま
で
に
処
分
を
委
託
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
）は
処
分
期
限
ま
で
に
処
分
し
て
く
だ
さ
い

　
処
分
期
限
を
越
え
る
と
命
令
・
罰
則
の
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
、計
画
的
な
廃
棄・処
分
に
向
け
、

早
め
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
処
分
に
関
す
る
情
報
は
、環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
）早
期
処

理
情
報
サ
イ
ト
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先　
住
民
環
境
課

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

８
７
０
８

　
武
生
税
務
署
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
所
得
税
等

の
申
告
・
納
付
期
限
を
4
月
16
日
㈭
ま
で
延
長

し
て
受
付
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」で
の
申
告
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
や
管
轄
の
税
務
署
で
発
行
す
る
Ｉ
Ｄ
・

確
定
申
告
期
限
が
4
月
16
日
ま
で
延
長
さ
れ
て
い
ま
す

パ
ス
ワ
ー
ド
を
利
用
し
た
ｅ‒

ｔ
ａ
ｘ
も
で
き

ま
す
の
で
、期
限
内
に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

　
武
生
税
務
署

　
☎
２
２‒

０
８
９
０

　
　
（
自
動
音
声
案
内
）

▲国税庁
　ホームページ

I n f o r m a t i o nえちぜん町からのお知らせ

広報 えちぜん 14広報 えちぜん15 令和 ２ 年 ４ 月号令和 ２ 年 ４ 月号



新型コロナウイルス感染症の影響で、今月号に掲載しているイベントなどに変更が生じる場合があります。
最新の実施状況等については、各問合せ先でご確認ください。

　
町
で
は
、
4
月
1
日
か
ら
文
化
芸
術
活
動
で

全
国
規
模
の
大
会
な
ど
に
出
場
さ
れ
る
小・中・

高
校
生
に
激
励
金
の
交
付
を
行
い
ま
す
。

対
象
者

　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
小
・
中
・
高
校
生

対
象
と
な
る
大
会

◦
国
内
予
選
な
ど
を
経
て
出
場
す
る
国
際
規
模

の
大
会

◦
国
ま
た
は
全
国
的
な
組
織
が
主
催
す
る
大
会

①
地
方
予
選
な
ど
を
経
て
出
場
す
る
大
会

②
厳
正
か
つ
明
確
な
基
準
に
よ
り
推
薦
さ
れ

出
場
す
る
大
会

越
前
町
文
化
芸
術
等
大
会
出
場
激
励
金
の
お
知
ら
せ

激
励
金
の
額
（
一
人
あ
た
り
）

◦
国
際
規
模
の
大
会

①
日
本
国
外
で
開
催
さ
れ
る
場
合　
5
万
円

②
日
本
国
内
で
開
催
さ
れ
る
場
合　
3
万
円

◦
全
国
規
模
の
大
会　
2
万
円

※
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、生
涯
学
習
課
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課　
☎
３
４‒

２
０
０
０

　

町
で
は
町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
そ
の
他

の
児
童
、
生
徒
、
社
会
人
の
み
な
さ
ん
が
全
国

大
会
に
出
場
す
る
た
め
の
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者

　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

◦
町
に
住
所
を
有
す
る
人

◦
大
会
実
施
要
項
に
基
づ
き
登
録
し
た
選
手
、

監
督
、
コ
ー
チ

越
前
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
補
助
金
の
お
知
ら
せ対

象
と
な
る
大
会

◦
県
大
会
な
ど
の
予
選
会
を
通
過
し
出
場
す

る
、
北
信
越
大
会
規
模
以
上
の
大
会

◦
県
以
上
の
競
技
団
体
で
推
薦
さ
れ
、
代
表

と
し
て
出
場
す
る
北
信
越
以
上
の
大
会

※
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い

た
だ
く
か
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　
☎
３
４‒

８
７
３
０

　

4
月
1
日
か
ら
「
越
前
町
景
観
条
例
」
が
施

行
さ
れ
、
2
階
建
以
下
の
木
造
住
宅
を
除
く
延

床
面
積
３
０
０
㎡
以
上
の
建
築
物
な
ど
の
新
築

や
増
改
築
に
対
し
、
規
制
が
適
用
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

越
前
町
景
観
条
例
が
施
行
さ
れ
ま
す

　

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い

た
だ
く
か
、
今
月
号
に
折
込
み
の
「
越
前
町
景

観
計
画
の
あ
ら
ま
し
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
定
住
促
進
課　
☎
３
４‒

８
７
２
７

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
と
は（
公
財
）ス
ポ
ー

ツ
安
全
協
会
と
損
害
保
険
各
社
が
協
力
し
た
制

度
で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
だ
け
で
な
く
、
文
化
・
社
会

教
育
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
含
め
た
団

体
活
動
と
往
復
中
の
傷
害
事
故
、
賠
償
責
任
事

故
な
ど
が
補
償
の
対
象
で
す
。

　
万
が
一
に
備
え
て
、
団
体
員
や
指
導
管
理
者

の
み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
活
動
で
き
る
よ
う

に
、
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
加
入
を
お
勧
め
し

ま
す
。

保
険
期
間　
4
月
1
日
〜
翌
年
3
月
31
日

掛　
　
金

　
８
０
０
円
～
１
，８
５
０
円

※
活
動
内
容
や
年
齢
に
よ
っ
て
加
入
区
分
と

掛
金
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ス

ポ
ー
ツ
安
全
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
1
分
で
わ
か
る
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険（
動
画
）

問
合
せ
先

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　
☎
３
４‒

８
７
３
０

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

小さな掛金、大きな補償

文化活動、レクリエーション、ボランティア、地域活動などでもご加入できます
スポーツ安全保険 Ⓡ

賠償責任保険傷害保険 突然死葬祭費用保険

　 名以上の団体・グループで
ご加入ください

団体・グループでの活動中の事故／往復中の事故
2020年4月1日午前0時から2021年3月31日午後12時まで（申込受付は2020年3月から）

傷害補償は、死亡2,000万円、後遺障害3,000万円を最高に、活動内容・年齢によって異なります
詳しくは、ホームページなどをご覧ください

掛金（1人年額800円～1,850円）は、活動内容・年齢によってご選択いただく加入区分ごとに異なります

対象となる事故

保険期間

補償内容

掛金
ただし、危険度の高いスポーツを補償する区分は11,000円

電話受付時間　午前8時30分～午後5時15分（日、月、祝日を除く。）

〒918-8027 福井市福町3-20福井県支部
0776-34-2719

〈（公財）福井県スポーツ協会内〉

　

み
ん
な
の
カ
フ
ェ
で
は
、「
お
寺
の
奥
さ
ん

Ｍ
Ａ
Ｙ
Ｕ
の
子
育
て
座
談
会
」
を
開
き
ま
す
。

　

ア
ド
ラ
ー
心
理
学
勇
気
づ
け
リ
ー
ダ
ー
の

Ｍ
Ａ
Ｙ
Ｕ
さ
ん
が
子
育
て
中
の
困
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
解
決
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
お
話
し
を
し
て

く
だ
さ
い
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　
　
時　
４
月
19
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
　
受
付
は
９
時
30
分
～

場　
　
所　
越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
1
階
和
室

　
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
に
設

置
さ
れ
て
い
る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
か
ら
住
民
票

な
ど
を
取
得
で
き
る
「
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ

ス
」
が
利
用
で
き
る
店
舗
が
増
え
ま
し
た
。

新
た
に
追
加
し
た
店
舗

福
井
県
民
生
活
協
同
組
合

（
ハ
ー
ツ
神
中
店
、
さ
ば
え
店
、
た
け
ふ

店
な
ど
）

Ｖ
・
ド
ラ
ッ
グ

（
福
井
御
幸
店
、
木
崎
店
、
二
の
宮
店
、

大
宮
店
、
大
島
店
）

既
存
で
利
用
で
き
る
店
舗

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン 

、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、

平
和
堂 

（
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
、
フ
レ
ン
ド
マ
ー

ト
）、
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
、
ロ
ー
ソ
ン

お
寺
の
奥
さ
ん
Ｍ
Ａ
Ｙ
Ｕ
の
子
育
て
座
談
会
　
～
親
が
が
ん
ば
ら
な
く
て
も
子
ど
も
は
の
び
る
～

福
井
県
民
生
活
協
同
組
合
な
ど
で
住
民
票
な
ど
が
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

参
加
費　
一
人
５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
ス
イ
ー
ツ
、
コ
ー
ヒ
ー
付
）

定　
　
員　
30
人

　
　
　
　
　
（
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
）

問
合
せ
先　
み
ん
な
の
カ
フ
ェ
代
表　
谷

　
　
　
　
　
☎
０
９
０‒

３
２
９
５‒

０
１
０
４

　

 

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た

め
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
で

す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
方
法
、
コ

ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
時
間
や

取
得
で
き
る
証
明
書
な
ど
、
詳
し
く
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
住
民
環
境
課　
☎
３
４‒

８
７
０
８

▲ MAYU さん

▲予約はこのQR コード
　からできます。

　
町
で
は
、
結
婚
し
て
町
に
3
年
以
上
定
住
す
る

意
思
の
あ
る
夫
婦
に
祝
品
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
人
は
、
福
祉
課
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

対
象
者

　
次
の
す
べ
て
条
件
を
満
た
す
夫
婦

◦
婚
姻
日
か
ら
90
日
以
内
に
町
内
に
住
所
を

有
す
る
こ
と

◦
過
去
に
夫
婦
と
も
に
こ
の
事
業
に
よ
る
商

品
券
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

　

町
で
は
、
ご
み
減
量
化
対
策
の
一
環
と
し

て
、
生
ご
み
処
理
容
器
と
家
庭
用
電
動
式
生
ご

み
処
理
機
を
購
入
す
る
費
用
の
補
助
を
行
い
、

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
の
減
量
化
、
資

源
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

生
ご
み
処
理
容
器

　
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
や
密
閉
バ
ケ
ツ
を
購
入
し

た
町
内
の
個
人
や
団
体
に
購
入
費
用
の
3
分
の

2
以
内
（
１
０
０
円
未
満
切
捨
）
を
補
助
し

ま
す
。

補
助
限
度
額

　
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器　
1
万
円（
1
個
に
つ
き
）

　
密
閉
バ
ケ
ツ　
　
　
2
千
円（
1
個
に
つ
き
）

申
請
時
必
要
物
な
ど

　
印
鑑
、通
帳
、購
入
を
証
す
る
書
類（
領
収
書
）

※
生
ご
み
処
理
容
器
の
補
助
金
は
、
商
品
を
購

入
し
た
後
に
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

電
動
式
生
ご
み
処
理
機

　
町
内
の
店
舗
で
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
を
購

結
婚
祝
品
支
給
事
業
の
お
知
ら
せ

生
ご
み
処
理
容
器
・
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
を
補
助
し
ま
す

祝　
　
品

　
夫
婦
1
組
に
つ
き
町
商
工
会
商
品
券
2
万
円

問
合
せ
先　
福
祉
課　
☎
３
４‒

８
７
２
５

入
す
る
町
内
の
個
人
に
購
入
費
用
の
3
分
の
2

以
内
（
千
円
未
満
切
捨
）
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
限
度
額

　
4
万
円
（
1
台
に
つ
き
）

申
請
時
必
要
物
な
ど

　
印
鑑
、
通
帳
、
購
入
す
る
処
理
機
の
見
積
書

※
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
の
補
助
金
は
、
商
品

を
購
入
す
る
前
に
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
購
入
後
の
申
請
は
助
成
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
コ
ン
ポ
ス

ト
容
器
や
密
閉
バ
ケ
ツ
の
使
い
方
も
紹
介
し
て

い
ま
す
。

問
合
せ
先

　
住
民
環
境
課　
☎
３
４‒

８
７
０
８

I n f o r m a t i o nえちぜん町からのお知らせ
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4月の越前陶芸村スケジュール

4㈯・5㈰ 桜もちのメッセージカードを作ろう

～ 4/5㈰ 造型と作品展　越前焼の館

4/4㈯～
12㈰

お花見呈茶「関東の長命寺桜もち」
越前古窯博物館

〜 4月末 私のいちおし展　越前焼の館

4/1㈬～
6月末

自然釉特集　越前焼の伝統を感じて
越前焼の館

4/11㈯～
5/31㈰

SAKURA COLLECTION ～ようこそ桜並木へ～
越前陶芸村文化交流会館

毎日開催 越前焼アクセサリー作り　越前焼の館

4/26㈰ 葉子さんとつくる『魔を喰うシーサー』
福井県陶芸館

4/29（水・祝）
～5/6（水・祝） 謎解きウォークラリー　越前陶芸村

4/29（水・祝）
～5/6（水・祝） こいのぼりの和菓子体験　越前古窯博物館

毎土日 ロクロで作ろう！マイ茶碗　越前焼の館

毎土日祝 お抹茶を自分で点ててみよう　越前古窯博物館

毎日開催 「Ｒ
り
ｅ-

・
ｋ

か え る
ａｅｒｕ」食器買い替え革命　越前焼の館

問合せ先　越前焼の館　☎32‒2199

4月〜6月末
自然釉特集自然釉特集

越前焼の伝統を感じて越前焼の伝統を感じて

会　期　4月1日（水）～ 6月末まで
場　所　越前焼の館　ギャラリーキューブ

越前焼伝統の穴窯や登り窯で焼成した作品の特
集です。薪の炎で焼かれた迫力と、どこか懐か
しい素朴な作品の数々を展示販売いたします。

問合せ先　越前陶芸村文化交流会館　☎32‒3200

4/11土〜5/31日

日本の春を象徴する「さくら」をテーマに、越前焼をはじめとする伝統工
芸品を中心に、ウキウキ・ワクワクするような雑貨小物など、柄・形・色が
「さくら」を基調とした、かわいい！ SAKURAを集めた展示会。
期間限定で一般から募集した、SAKURA作品も展示販売します。

会　期	 4月11日（土）～ 5月31日（日）　午前9時～午後5時
	 （最終入館は午後4時30分）
場　所　越前陶芸村文化交流会館ロビー
料　金　入館無料（展示作品は購入できます）

問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

東京ドーム2個分の敷地面積を誇る越前陶芸村と、8つ
のスポットを回遊する壮大な「謎解きウォークラリー」
大人から子どもまでを対象にした、知力・体力を
駆使した新感覚ゲームです。あなたはすべての
謎を解き明かせるか？

越前陶芸村謎解きウォークラリー

こいのぼりの形の和菓子にいろいろな道具で模様をつけてオリジナルのか
わいい「こいのぼり和菓子」を作ろう。作った和菓子は美味しいお抹茶と
一緒にお楽しみいただけます。

こいのぼりの和菓子体験

日　時	 4月29日（水・祝）～ 5月6日（水・祝）
場　所　越前古窯博物館　旧水野家住宅
料　金　600円

日　時	 4月29日（水・祝）～ 5月6日（水・祝）
受付時間	 午前9時～午後3時
受付場所	 福井県陶芸館資料館　総合受付
料　金	 600円（福井県陶芸館・越前古窯博物館共通入館券付き）

越前陶芸村のゴールデンウィークイベント
4/29 水・祝 〜5/6 水・祝

問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

4/26日

日　時　4月26日（日）
	 午前10時～／午後2時～
場　所　福井県陶芸館　陶芸教室
料　金　3,000円
定　員　各回15人（事前予約優先）
特別講師	 三好　葉子（翔太郎陶房）

沖縄では魔除けとして屋根の
上などに飾られるシーサー。
三好葉子さんがつくるシー
サーはユーモラスな表情でに
らみをきかせてくれます。
葉子さんと一緒にシーサーを
作ってみよう。1㎏で1つの
シーサー制作 or ペアのミニ
シーサー制作を選べます。

葉子さんとつくる
『魔を喰うシーサー』

4/4土〜12日

お花見シーズン限定でピンクのクレープ状の皮
であんこを巻いた関東の長命寺桜もちをお抹茶
と一緒にお楽しみいただけます。福井県では珍
しい和菓子をこの機会にぜひご賞味ください。

お花見呈茶
「関東の長命寺桜もち」

会　期　4月4日（土）～
	 4月12日（日）
場　所　越前古窯博物館
	 旧水野家住宅
料　金　600円

問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

日　時　4月4日（土）・5日（日）
	 午前10時～／午後2時～
料　金　1,000円（桜もち・お抹茶付）
定　員　各回10人（事前予約優先）

桜もちの形の越前和紙でメッセージカードを作り
ます。入学・就職のお祝いに、大切なあの人に手
作りカードで想いを届けてみませんか？

桜もちの
メッセージカードを作ろう

関連
企画

SAKURA COLLECTION
～ようこそ桜並木へ～ プラントピア イベント情報

開園時間　午前9時〜午後5時（入園受付は午後4時まで）  　入 園 料　大人310円　中高生200円　小学生100円
休 館 日　毎週火曜日（祝日の場合は翌日）　　問合せ先　福井総合植物園プラントピア　☎34–1120

ゴールデンウィークイベントゴールデンウィークイベント
　プラントピアでは期間中、写真展や季節のクラフト作りを実施
します。プラントピアでゴールデンウィークを満喫しましょう。

会　期 　4月29日（水・祝）～ 5月11日（月）
※会期中は休まず営業します。

内　容 　プラントピアの写真展
プラントピアの四季折々の写真を展示します。
時　間　午前9時～午後5時
場　所　植物館1階　第1研修室

親子で楽しむクラフト作り
今回は「ストロベリー」がテーマのクラフト作りです。
八角形の杉板にカラフルに彩られた木の実やドライフラワーを使って可愛く飾ります。
時　間　午前9時～午後5時
参加費　500円（別途入園料が必要です）　※材料がなくなり次第終了となります。
場　所　植物館1階　休憩室

▲ハンカチノキ

植　物　園　の　日植　物　園　の　日
　日本植物園協会では植物園活動を推進するため、毎年5月4日（みどりの日）を「植物園の日」と定めて
います。当園では、植物講座やリース作りを行います。

日　時 　5月4日（月・祝）　午前9時～午後5時
内　容 　園 内 観 察 会　松本園長によるスライド講演と園内観察です。春の植物園を園長と一緒に

満喫してください。
スライド講演　時　間　午前10時～ 10時30分
園 内 観 察　時　間　午前10時30分～正午（小雨決行）

定　員　30人

【作品展への参加者募集中】春リース作り
リース作品展への参加者を募集しています。今回制作した
作品を開園記念の日（6月6日、6月7日予定）に展示します。
春色に彩られた木の実やドライフラワーを使って、作品展
に展示するリースを作りませんか。みなさんの手作りリー
スで植物園の春を彩りましょう。
※制作したリースのお渡しは作品展が終了した後となりますのでご了承ください。
時　間　午前の部 午前10時～ 11時30分　午後の部 午後1時30分～ 3時
定　員　各回20人
参加費　S サイズ300円、M サイズ500円、L サイズ700円（別途入園料が必要です）

※飾り付け前のサイズは S サイズ直径約15cm、M サイズ直径約19cm、
	 L サイズ直径約25cm になります。

 申込み　お電話でお申し込みください。

▲写真のリースは M サイズです。

謎
を
解
き
明
か
し
て

謎
を
解
き
明
か
し
て

プ
レ
ゼ
ン
ト
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
を

ゲ
ッ
ト
！

ゲ
ッ
ト
！
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こちら健康増進係 み な さ ん の 健 康 づ く り を 応 援 し ま す ！第53回
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

問合せ先　健康保険課　☎34–8710

　麻しん風しん混合ワクチンは、1歳児に1回接種しますが予防効果を高めるため、就学前に2回目
の接種をします。
対 　 象 　 者	 年長児相当（平成26年4月2日～平成27年4月1日生）の子
接 種 期 間	 4月1日～令和3年3月31日
	 ※接種期間を過ぎると全額自己負担（1万円ほど）になります。
接 種 場 所	 町内の指定医療機関（1週間前に要予約）

※県内の広域的予防接種を行う指定医療機関でも受けることができます。　
　詳しくは町ホームページでご確認ください。

自 己 負 担 金	 無料
持 　 ち 　 物	 予診票、母子健康手帳、子ども医療費受給資格者証や健康保険証
※対象のお子様は、個人あてにお届けしている予診票を使用して早めに接種してください。

問合せ先　子育て世代包括支援センター　☎34–8821

　風しん予防接種または麻しん風しん混合予防接種をした人に費用の一部を助成します。
対 　 象 　 者	 平成2年4月1日以前に生まれ（昭和37年4月2日から昭和54年4月1日生まれの

人を除く）、接種日に町内に住所があり、①～③のいずれかに該当する人で、過去に
この助成を受けたことがない人

	 ①妊娠を希望している女性　
	 ②妊娠を希望または妊娠している女性の夫（※）　
	 ③風しん抗体陰性の妊婦の同居家族（※）
申 請 期 限	 予防接種を受けた日の年度末までに申請手続きを行ってください。
受 付 場 所	 子育て世代包括支援センター
助 成 金 額	 MR（麻しん風しん混合）ワクチン　6,000円
	 風しんワクチン　　　　　　　　　  3,000円
必 要 書 類	 領収書の原本、予防接種済証の写し、通帳の写し
	 ③に該当する人は、母子健康手帳をご持参ください。
※昭和37年4月2日から昭和54年4月1日の間に生まれた男性の人へ

上記の成人の風しん予防接種費用助成は対象外ですが、令和4年3月末までに限り、風しん抗体
検査および予防接種を無料で受けることができるクーポン券を対象者にお届けしていますので、
そちらをご利用ください。

問合せ先　子育て世代包括支援センター　☎34–8821

　肺炎で一番多い病原菌は、｢肺炎球菌｣ です。肺炎球菌ワクチンを接種しておくと、肺炎の予防や
肺炎にかかっても軽い症状ですむ効果が期待されます。下記対象者①の人に今年度の接種費用助成
通知（予診票兼接種券）をお届けしていますので、体調の良いときにお受けください。
対 　 象 　 者	 ①令和2年度中に、65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳になる人

	②60歳以上65歳未満であって、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能障害またはヒト免
疫不全ウイルスによる免疫の機能障害を有する人で身体障害者手帳1級の人（該当
する人は申請してください）

接 種 期 間	 4月1日〜 3月31日
※通知が届いた人でも、過去に高齢者用肺炎球菌ワクチンを接種したことのある人

は、定期接種対象外となります。
自 己 負 担 額	 4,000円
接 種 場 所	 福井県内の指定医療機関

※入院、入所などの理由により福井県内指定医療機関で受けることができない人は、
健康保険課までお問い合わせください。

問合せ先　健康保険課　☎34–8710

麻しん風しん混合ワクチン予防接種（MR2期）のお知らせ

成人の風しん予防接種費用を助成します

高齢者肺炎球菌予防接種のお知らせ

国民健康保険・後期高齢者医療保険加入者のみなさんへ　人間ドック費用助成のお知らせ
　人間ドックは任意の検査です。健康診査・がん検診に比べ検査項目が多いことが特徴で基本的に
全額自己負担ですが、国民健康保険、後期高齢者医療保険の被保険者を対象に、生活習慣病やがん
の予防、早期発見、早期治療のため、人間ドックの受診費用を助成します。受診費用の助成金は、1
年度で1人につき上限28,000円、受診回数は1回です。
　人間ドックの受診を希望する人は、以下の内容をご覧いただき、申込みにお越しください。
　5月には健康診査・がん検診の受診についてご案内します。健康診査・がん検診は、法律で基本的
な検査項目が定められている精度の高い検査です。被保険者の人は安く受けることができますので、
併せてご検討ください。

人間ドック助成対象者人間ドック助成対象者

①30歳以上の国民健康保険の加入者（平成3年4月1日以前生まれ）
②後期高齢者医療保険の加入者
上記①・②のいずれかの人で、国民健康保険税と後期高齢者医療保険料をすべて納めている世帯の
人が対象です。

※注意事項※
◦特定健診、ヤング健診または長寿健診と、人間ドックの両方は受診できません。
◦受診日に職場の健康保険などに加入しているときは、人間ドック受診費用の助成を受けることが

できません。後日加入していることが判明したときは、助成金を町へ返還していただきます。

人間ドック申込み方法人間ドック申込み方法

受 付 期 間　4月1日（水）～ 12月18日（金）　平日  午前8時30分～午後5時

申 込 場 所　健康保険課
（例年4月から7月までは申込みが混み合います。また、電話での申込みはできませんのでご
了承ください。）

必要なもの　国民健康保険証または後期高齢者保険証、印鑑

※申込みは先着順です。健診機関の予約状況によって、早めに受付が終了する健診機関もあります。
※上記の指定健診機関以外で受診された場合や、ご自身で予約・受診した場合にも費用補助があり

ます。詳しくは健康保険課までお問い合わせください。

人間ドック指定健診機関と受診費用人間ドック指定健診機関と受診費用

指 定 健 診 機 関 本来の自己負担額 助成後の自己負担額 検査内容
織 田 病 院 36,700円 8,700円

◦特定健診に準じた検査
◦腹部超音波
◦肺がん検診
◦大腸がん検診（便潜血）
◦胃がん検診（カメラま

たはバリウム）
　ほか

県民健康センター 男　45,100円
女　48,400円

男　17,100円
女　20,400円

公 立 丹 南 病 院 41,547円 13,547円
福井県済生会病院 45,100円 17,100円

福 井 赤 十 字 病 院 男　45,100円
女　48,400円

男　17,100円
女　20,400円

※自己負担額は1日標準コースの金額です。自己負担金は受診日に各健診機関にお支払いください。
※オプションは別料金です。健診機関によっては、子宮頸がん、乳がん、前立腺がん検診などが追加料金になる場合があります。
※検査の結果により、町の保健師・栄養士が家庭訪問をして健康相談などを行う場合があります。

広報 えちぜん21 令和 ２ 年 ４ 月号

I n f o r m a t i o nえちぜん

広報 えちぜん 20令和 ２ 年 ４ 月号

健康な暮らしのために



子育て世代包括支援センターだより子育て世代包括支援センターだより
││

││

││
├├ ├├

├├

問合せ先	 子育て世代包括支援センター　☎34–8821

新生児聴覚スクリーニング
検査費を助成します

　子どもの「聞こえにくさ」は親は気づきにくいですが、1,000人に1 ～ 2人の赤ちゃんが生まれつき
の聞こえにくさがあると言われています。この場合、新生児聴覚スクリーニング検査を行い、早く発見
し、適切な援助をすることが赤ちゃんの言葉と心の成長にとても大切です。この検査費用は、健康保険
が適用されず実費診療となっていますが、今年度から町の助成が始まります。

生後間もない時期に「ささ
やき声」程度の音を聞かせ、
機器をつかって脳波等の反
応をみる検査です。赤ちゃ
んが寝ている間に行われ、
痛みは一切ありません。通
常かかる時間は5 ～ 10分
です。

4月1日以降に生まれ、検査日において、越
前町に住民票がある母親が出産したお子様

※助成対象者には、3月末に受診票を郵送し
ています。県外で検査をする場合は自費
で受けていただき、後日助成しますので、
診療明細書と領収書をお持ちください。

 ♪検査内容  ♪助成対象者

こころとからだのカレンダー

♠休日当番医
 4 月 5 日㈰ 織田病院 ☎36–1000

 4 月12日㈰ 伊部病院 ☎34–0220

 4 月19日㈰ 藤田医院 ☎34–0044

 4 月26日㈰ 両林医院 ☎37–0005

 4 月29日㈬ 織田病院 ☎36–1000

♥離乳食教室（予約制）
 4 月21日㈫ 午前 9 時30分〜正午 織田コミュニティセンター

♠心をいやす相談会（予約制）
 4 月20日㈪ 午前 9 時30分～正午 朝日保健センター（朝寿殿）

♥助産師さんとの座談会（予約制）
 4 月22日㈬ 午前 9 時30分〜正午 越前子育て支援センター

♦子育てサロン
毎週水、金 午前 9 時30分〜 11時30分 社会福祉センター

♦くらしの困りごと相談会
 4 月 7 日㈫

午後 1 時〜 4 時
宮崎コミュニティセンター

 4 月21日㈫ 社会福祉センター

問合せ先	 ♠健康保険課	 ☎34‒8710
	 ♥福祉課	 ☎34‒8709
	 ♦越前町社会福祉協議会	 ☎34‒2388

♦わいわい広場（子育てサロンのお部屋開放）
毎週水、金曜日 子育てサロンの後　午後 2 時まで 社会福祉センター

第1 〜 4土曜・祝日 午前 9 時30分〜午後 2 時まで 社会福祉センター

♦介護おはなし会（予約制）
 4 月27日㈪ 午後 1 時〜 3 時 宮崎コミュニティセンター

♦無料法律相談会（予約制）
 4 月28日㈫ 午後 1 時〜 4 時 越前地域福祉センター

♥2歳児歯科健診
 4 月28日㈫ 午後 1 時〜 4 時 織田コミュニティセンター

♥1歳6か月児健診
 4 月23日㈭ 午後 1 時〜 4 時 織田コミュニティセンター

♥すくすく教室（予約制）
 4 月16日㈭ 午前 9 時30分〜正午 織田コミュニティセンター

2020年・第62回こども読書週間　2020年・第62回こども読書週間　図書館だ
より

男女共同参画・人権のとびら

問合せ先　男女共同参画・人権室　 ☎34‒8715

Vol.43

　2月13日、越前町男女共同参審議会が開催されました。
　男女共同参画審議会は「えちぜん男女共同参画プラン」に基づき、今後さらに
男女共同参画社会の実現に向け、より効果的な施策を推進することを目的に開催
されています。
　今回、令和元年度の年次報告
書や令和2年度の事業計画につ
いて、多角的な面からご意見を
いただきました。
　今後も「認め合い男

ひ

女
と

の心を
つなぐまち」をコンセプトに、
地域や学校での気づき事業を始
め、老若男女がともに活躍する
まちを目指していきます。

越前町男女共同参画審議会が開催されました

▲審議会の様子

認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

4月23日（世界本の日・子ども読書の日）〜 5月12日期　間

「出会えたね。とびっきりの1冊に。」標　語

　今年度の読書目標を立ててみませんか？
　図書館ホームページの「読書マラソン」機
能を利用すれば、絵とグラフで達成状況を確
認できます。（図書館で借りた本に限ります）
　この機能を利用するには、当館の利用カー
ドとパスワード登録が必要になります。
　詳しくは図書館窓口にお問い合わせいただく
か、または図書館ホームページをご覧ください。

読書マラソンを使ってみよう！読書マラソンを使ってみよう！

　この標語には、大人になっても思い出せる「とびっきりの素敵な本」に、たくさん出会ってほし
いという思いがこめられています。
　子どもの頃に読んだ本を親子で楽しんでみませんか？図書館には、長年読みつがれてきた本がた
くさんあり、町民のみなさんのご利用をお待ちしています。

問合せ先問合せ先
町立図書館  ☎34–0395　　越 前 分 館  ☎37–7713町立図書館  ☎34–0395　　越 前 分 館  ☎37–7713
宮 崎 分 館  ☎32–7713　　織 田 分 館  ☎36–2288宮 崎 分 館  ☎32–7713　　織 田 分 館  ☎36–2288

広報 えちぜん23 令和 ２ 年 ４ 月号

I n f o r m a t i o nえちぜん

広報 えちぜん 22令和 ２ 年 ４ 月号

健康な暮らしのために



広報えちぜんは
「マチイロ」で配信中

保育所（園） 実　施　日 電話番号

朝 日 西 保 育 所 4月は実施しません 34–5602

朝 日 南 保 育 所 4月は実施しません 34–1614

あ さ ひ 保 育 所 4月は実施しません 34–0081

あさがお保育園 4月は実施しません 34–1110

宮崎中央保育所 4月は実施しません 32–2067

小 曽 原 保 育 所 4月は実施しません 32–2039

陶 の 谷 保 育 所 4月は実施しません 32–3014

西 徳 寺 保 育 園 4月は実施しません 37–1354

四 ヶ 浦 保 育 園 4月は実施しません 37–0305

織 田 保 育 所 4月は実施しません 36–0160

はぎのこども園 4月は実施しません 36–0396

た い ら 保 育 園 4月は実施しません 36–0251
※内容などは、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
3
月
15
日
現
在
）

（
3
月
15
日
現
在
）

人口と世帯
（3月1日現在）

人　口	 21,278人

　男	 10,361人
　女	 10,917人
世帯数	 7,259戸

（前月より9人減）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

　
こ
の
写
真
は
、
3
月
12
日
に
朝
日
児
童
セ
ン

タ
ー
西
側
に
あ
る
広
場
で
咲
い
て
い
た
カ
ワ
ヅ

ザ
ク
ラ
と
あ
さ
ひ
保
育
所
の
園
児
を
撮
っ
た
も

の
で
す
。

　
こ
の
桜
は
、
早
咲
き
の
品
種
で
例
年
、
3
月

中
に
は
咲
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
今
年

は
暖
冬
の
影
響
か
2
月
の
終
わ
り
か
ら
咲
き
は

じ
め
、ち
ょ
う
ど
見
ご
ろ
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。

　
お
散
歩
コ
ー
ス
に
あ
る
こ
の
桜
を
園
児
た
ち

は
、
じ
っ
と
見
上
げ
、「
お
花
さ
い
て
る
」「
き
れ

い
だ
ね
」と
顔
を
見
合
わ
せ
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
私
が
当
時
の
朝
日
東
中
学
校
に
通
い
、
野
球

の
練
習
で
校
舎
の
外
周
を
走
っ
て
い
た
こ
ろ
に

見
た
こ
の
桜
は
、
今
も
変
わ
ら
ず
子
ど
も
た
ち

の
成
長
を
見
守
り
続
け
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

表
紙
の
写
真

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
日
本
中
に

自
粛
ム
ー
ド
が
漂
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

　
町
内
で
も
越
前
か
に
感
謝
祭
を
は
じ
め
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
が
相
次
ぎ
、
掲
載
予
定
の

記
事
が
無
く
な
っ
た
り
し
て
、
今
月
号
は
紙
面

を
作
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。

　
こ
の
状
況
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か
は
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
事
態
が
収
束
し
、
一
日
で
も
早
く

普
通
の
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願

う
ば
か
り
で
す
。

編
集
後
記

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
8181

―
『
黄
檗
版
一
切
経
』
編

―
『
黄
檗
版
一
切
経
』
編    

⑤⑤  

――

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。

問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱
　　　　　番組制作課　☎51–0101

4月の越前町関連の番組放送予定

たんなんスマイルTV（デジタル091ch）

※町公式動画チャンネルで、「いきいき情報局」
を放送開始日から同時配信中 !

	 バックナンバーを含め、いつでも「いきい
き情報局」がご覧いただけます。

丹 南 ケ ー ブ ル テ レ ビ ガ イ ド
知ってる人が

出演してるかも ?

Ｅ
子	

こ
ん
に
ち
は
。

学
Ｍ	

こ
ん
に
ち
は
。今
回
も
、上う

え

野の

順じ
ゅ
ん

藝げ
い（
丹た

ん

山ざ
ん

）の

生
涯
に
つ
い
て
、ご
紹
介
し
ま
す
。

	

順
藝
が
六
歳
の
時
に
、
大
き
な
転
機
が
お
と

ず
れ
ま
す
。
こ
の
年
、
順
藝
は
香こ

う

月が
つ

院い
ん

深じ
ん

励れ
い

（
一
七
四
九
―
一
八
一
七
）
の
弟
子
と
な
り
ま

し
た
。

Ｅ
子	

深
励
と
い
え
ば
、真
宗
大
谷
派
を
代
表
す
る
僧

侶
で
す
ね
。

学
Ｍ	

深
励
は
越
前
簑
浦（
現　

福
井
市
蓑
町
）
大
行

寺
に
生
ま
れ
、永
臨
寺
の
寿じ

ゅ

天て
ん

に
弟
子
入
り
し

ま
す
。

Ｅ
子	

永
臨
寺
は
、ど
ち
ら
に
あ
る
寺
院
で
す
か
。

学
Ｍ	

金
津（
現
・
福
井
県
あ
わ
ら
市
）で
す
。そ
の
後
、

深
励
は
京
都
高
倉
学
寮
で
学
び
、
寛
政
六
年

（
一
七
九
四
）に
講こ

う

師じ

と
な
り
ま
し
た
。

Ｅ
子	

京
都
高
倉
学
寮
は
、現
在
の
大
谷
大
学
の
前
身

で
す
ね
。「
講
師
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
地
位
な

の
で
す
か
？

学
Ｍ	

今
の
学
長
の
よ
う
な
立
場
で
す
。

Ｅ
子	

順
藝
の
師
は
、す
ご
い
人
で
す
ね
。

学
Ｍ	

深
励
は
江
戸
時
代
後
期
を
代
表
す
る
偉
大
な

僧
侶
と
し
て
知
ら
れ
、各
地
に
赴
い
て
布
教
に

尽
力
し
、近
世
大
谷
派
宗
学
の
大
成
に
力
を
尽

く
し
ま
し
た
。

	

Ｅ
子
さ
ん
は
、
大
谷
大
学
博
物
館
に
伝
わ
る

『
垂す

い

天て
ん

結け
っ

社し
ゃ

簿ぼ

』
を
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。

Ｅ
子	

あ
り
ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う
な
資
料
な
の
で
す

か
？

学
Ｍ	

『
垂
天
結
社
簿
』は
、深
励
の
弟
子
た
ち
の
名
簿

で
す
。
平
成
二
〇
年
に
越
前
町
織
田
文
化
歴
史

館
で
開
催
し
た
企
画
展
覧
会「
丹
山　
幕
末
を

生
き
た
学
僧
」
で
は
、
大
谷
大
学
博
物
館
よ
り

拝
借
し
、展
示
し
ま
し
た
。

	

こ
れ
を
見
る
と
、門
下
生
は
全
国
に
一
二
四
九

人
を
数
え
ま
す
。

Ｅ
子	

一
二
四
九
人
も
弟
子
が
い
た
の
で
す
か
。
す
ご

い
数
で
す
ね
。『
垂
天
結
社
簿
』
に
は
、
順
藝
の

名
前
も
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

学
Ｍ	
は
い
。資
料
に「
随
願
／
更か

え

名な　
丹
山
」と
見
え
、

順
藝
が「
随ず

い

願が
ん

」
と
称
し
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。

	

深
励
の
一
派
は
、
経
典
の
一
言
一
句
を
正
確
に

読
む
こ
と
で
知
ら
れ
、
現
在
の
仏
教
学
・
真
宗

学
に
通
じ
る
研
究
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。

	

後
世
に
真
宗
大
谷
派
か
ら
清き

よ

沢ざ
わ

満ま
ん

之し

や
南な

ん

条じ
ょ
う

文ぶ
ん

雄ゆ
う

な
ど
の
宗
教
哲
学
者
が
輩
出
さ
れ
た
下
地
を

つ
く
っ
た
の
は
、ま
さ
に
深
励
と
い
え
ま
す
。

Ｅ
子	

こ
の
よ
う
な
偉
大
な
師
の
も
と
で
学
ん
だ
こ

と
は
、き
っ
と
順
藝
の
人
生
に
と
っ
て
大
き
な

意
味
を
も
つ
で
し
ょ
う
ね
。

	

私
も
、自
分
の
先
生
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

東
内
郡	

山や
ま

口ぐ
ち

玲れ

美み

花か

（
力
丸
、
女
）

気
比
庄	

中な
か

橋は
し

衣い

代よ

里り

（
洋
佑
、
女
）

横　

山	

八は
っ

田た　

悠ひ
さ

暉き

（
幸
大
、
男
）

小
曽
原	

朝あ
さ

倉く
ら　

芽め

郁い

（
年
郁
、
女
）

江　

波	

池い
け

内う
ち　

晴は
る

希き

（
孝
至
、
男
）

樫　

津	

近こ
ん

藤ど
う　

令れ
い

真ま

（
智
弘
、
男
）

樫　

津	

帆ほ

山や
ま　

妃ひ

愛め

（
武
志
、
女
）

　

寺	

山や
ま

本も
と　

綾あ
や

乃の

（
洋
、
女
）

　

寺	

石い
し

川か
わ　

優ゆ

依い

（
真
、
女
）

小　

樟	

山や
ま

下し
た　

漣れ
ん

斗と

（
弘
嗣
、
男
）

細　

野	

的ま
と

馬ば　
　

蓮れ
ん

（
健
一
、
男
）

内　

郡	

寺
坂　

智
昭
さ
ん
（
74
歳
）

岩　

開	

来
田　
　

修
さ
ん
（
89
歳
）

栃　

川	

木
下
キ
ク
ヱ
さ
ん
（

100
歳
）

上
糸
生	

渡
邉
と

ゑ
さ
ん
（
93
歳
）

江　

波	

井
上　

信
雄
さ
ん
（
80
歳
）

江　

波	

　
　
　

孝
さ
ん
（
90
歳
）

江　

波	

坂
下　

豎
雄
さ
ん
（
79
歳
）

　

野	

鷲
田　

時
枝
さ
ん
（
90
歳
）

宇
須
尾	

青
山
眞
美
子
さ
ん
（
86
歳
）

　

寺	

山
本　
　

正
さ
ん
（
68
歳
）

梅　

浦	

三
牧　

安
德
さ
ん
（
87
歳
）

新　

保	

倉
﨑
ナ
ツ
ミ
さ
ん
（
82
歳
）

新　

保	

森
川　

與
一
さ
ん
（
82
歳
）

高　

橋	

友
葊
た
け
を
さ
ん
（
87
歳
）

上　

野	

水
島　

文
子
さ
ん
（
86
歳
）

上　

野	

轟　
　

宗
英
さ
ん
（
83
歳
）

　

中	

相
馬　

晃
人
さ
ん
（
58
歳
）

赤
井
谷	

渡
辺　

和
子
さ
ん
（
87
歳
）

■丹南歴史探訪
わがまちの歴史 ～越前町朝日地区編～

【4月11日㈯～4月17日㈮】
■ 「Jr.+（ジュニアプラス）」

熱中！スポーツキッズ
織田卓球スポーツ少年団

【4月18日㈯～4月24日㈮】
■～丹南ふれあい百景～ おたっしゃ珍道中

冬眠からお目覚めくまカフェに春の訪れの巻
【4月18日㈯～4月24日㈮】

■ 「越前町いきいき情報局」
①7：55～　②12：55～
③19：55～　毎日5分間放送中！
新型コロナウイルス等の感染症を
予防しましょう

【4月1日㈬～4月10日㈮】
令和２年度当初予算および重点施策について

【4月11日㈯～4月24日㈮】
飼い犬の登録と狂犬病予防注射について

【4月25日㈯～5月8日㈮】

学芸員 M

E 子
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S p e c i a l  f e a t u r e  a r t i c l e

ペ
ッ
ト
は
適
正
に
飼
い
ま
し
ょ
う

近
年
、
犬
や
猫
な
ど
を
ペ
ッ
ト
と
し
て
飼
う
家
庭
が
増
え
、
日
常
的
に
見
た
り
触
れ
た
り
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
犬
や
猫
に
関
す
る
悩
み
事
や
相
談
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

犬
や
猫
と
共
存
で
き
る
よ
り
よ
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
犬
や
猫
の
適
正
な
飼
い
方
と
関
わ
り
方
を
知
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
は
し
て
い
ま
す
か
？

　

狂
犬
病
予
防
法
で
は
、
犬
を
飼
い
始
め
た
ら
町
で
「
犬

の
登
録
」の
申
請
を
行
い
、年
に
1
回「
狂
犬
病
予
防
注
射
」

を
受
け
さ
せ
、
交
付
さ
れ
る
鑑
札
（
登
録
証
）
と
注
射
済

票
を
飼
い
犬
に
装
着
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
り
、
飼
い
主
や
所
在
地

が
変
更
に
な
っ
た
場
合
も
役
場
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

◦
犬
の
新
規
登
録
手
数
料
３
，０
０
０
円
／
匹

◦
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
／
匹 

　

町
で
は
毎
年
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
日
時
や
場
所
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
広
報
え
ち
ぜ

ん
5
月
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
飼
い
犬
の
散
歩
を
し
ま
し
ょ
う

　

飼
い
犬
に
リ
ー
ド
を
装
着
せ
ず
に
散
歩
を
す
る
と
、
他

の
人
に
ケ
ガ
を
さ
せ
た
り
、
迷
子
や
交
通
事
故
に
遭
う
原

因
と
な
り
ま
す
。
飼
い
犬
を
制
御
す
る
た
め
に
必
ず
リ
ー

ド
を
装
着
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
道
路
や
公
園
な
ど
に
フ
ン
が
放
置
さ
れ
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
飼
い
犬
が
フ
ン
を
し

た
ら
す
ぐ
に
回
収
で
き
る
よ
う
に
ス
コ
ッ
プ
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。あ
わ
せ
て
、
オ
シ
ッ

コ
を
洗
い
流
せ
る
よ
う
に
水
も
携
帯
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

飼
い
猫
は
完
全
室
内
飼
育
を
し
ま
し
ょ
う

　

猫
は
一
度
外
に
出
て
し
ま
う
と
、
ど
こ
で
何
を
し
て
い
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
次
の
よ
う
な
問
題
が
起
き
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。 

◦
交
通
事
故
に
遭
う
。　
　

◦
迷
子
に
な
る
。

◦
ケ
ガ
を
し
た
り
病
気
に
感
染
す
る
。

◦
他
人
の
所
有
物
や
所
有
地
を
汚
損
し
た
り
、
破
損
す
る
。

◦
悪
臭
被
害
や
人
的
被
害
を
も
た
ら
す
。

◦
不
妊
・
去
勢
手
術
が
施
さ
れ
て
い
な
い
猫
同
士
が
繁
殖
し
、

野
良
猫
の
数
が
増
え
る
。

　

人
と
猫
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、「
完
全
室
内
飼
育
」
を
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
飼
い
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
を
行
う
こ
と

も
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

野
良
猫
の
エ
サ
や
り
に
は
「
責
任
」
と
「
管
理
」
が
必
要
で
す

　

野
良
猫
に
エ
サ
を
与
え
る
と
、
猫
は
そ
の
場
所
を
覚
え
通
う

よ
う
に
な
り
ま
す
。さ
ら
に
寄
り
付
い
た
猫
た
ち
が
繁
殖
を
し
、

い
つ
の
間
に
か
数
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
増
え
す
ぎ
て
管
理
さ

れ
て
い
な
い
猫
た
ち
は
、
交
通
事
故
に
遭
っ
た
り
、
近
隣
住
民

に
も
環
境
被
害
な
ど
の
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
、
結
果
と
し
て

「
エ
サ
を
与
え
た
だ
け
」
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
事
態
に
な
り
ま

す
。
エ
サ
を
与
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
飼
い
主
と
同
様
の
「
責
任
」

を
持
ち
、
し
っ
か
り
と
「
管
理
」
を
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

所
有
者
明
示
は
し
て
い
ま
す
か
？

　

飼
っ
て
い
る
犬
や
猫
が
迷
子
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
時

を
考
え
て
、
飼
い
主
の
氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
の
連

絡
先
を
記
し
た
迷
子
札
、
ま
た
は
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
な

ど
を
装
着
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
飼
い
犬
に
は
、
狂

犬
病
予
防
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
鑑
札
と
注
射

済
票
を
装
着
し
ま
し
ょ
う
。

　

万
が
一
、
迷
子
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
福

井
県
動
物
管
理
指
導
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
役
場
、
警
察

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
迷
子
に
な
っ
て
い
る
犬
や
猫

を
見
つ
け
た
時
も
同
様
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

道
路
上
や
公
園
な
ど
で
動
物
の
死
骸
を
見
つ
け
た
と
き

は
、
す
ぐ
に
役
場
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
役
場
か
ら
専

門
業
者
に
回
収
の
処
理
依
頼
を
行
い
ま
す
。

　

ご
連
絡
の
際
に
は
、
動
物
の
種
類
、
場
所
、
通
報
者
の

お
名
前
と
連
絡
先
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

住
民
環
境
課　

☎
３
４–

８
７
０
８

動
物
の
死
骸
を
見
つ
け
た
と
き
は

注
意　

私
有
地
内
に
あ
る
動
物
の
死
骸
は
役
場
で
処
理
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
所
有
者
ま
た
は
管
理
者
に
連
絡
を
し
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
発
見
し
た
死
骸
が
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
と
思

わ
れ
る
場
合
は
、
国
の
天
然
記
念
物
と
し
て
検
体
を
行
う
必
要

が
あ
る
た
め
、
私
有
地
で
あ
っ
て
も
必
ず
役
場
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
役
場
で
は
ペ
ッ
ト
が
亡
く
な
っ
た
時
の
火
葬
処
理
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

注
意　

野
良
猫
を
保
護
目
的
以
外
（
駆
除
目
的
な
ど
）

で
捕
獲
す
る
こ
と
は
、
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
動
物
管
理
指
導
セ
ン
タ
ー
・
役
場
で
は
、
負
傷
ま
た

は
衰
弱
し
て
い
な
い
野
良
猫
や
生
ま
れ
た
ば
か
り
で
親
猫

の
援
助
が
必
要
な
仔
猫
な
ど
保
護
の
対
象
に
な
ら
な
い
場

合
は
、
原
則
引
き
取
り
で
き
ま
せ
ん
。

飼
い
犬
が
人
を
か
ん
で
し
ま
っ
た
と
き
は

　

万
が
一
、
飼
い
犬
が
人
を
か
み
ケ
ガ
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た

と
き
は
、
飼
い
主
は
丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
届
け
出

て
、
動
物
病
院
に
て
狂
犬
病
の
検
診
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

か
ま
れ
た
人
は
、
患
部
を
水
で
洗
い
流
し
た
り
、
止
血
す

る
な
ど
応
急
処
置
を
行
い
、
す
ぐ
に
病
院
に
て
診
察
・
治

療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

ケ
ガ
を
し
た
犬
や
猫
を
見
つ
け
た
と
き
は

　

ケ
ガ
や
ひ
ど
く
衰
弱
し
て
い
る
飼
い
主
不
明
の
犬
や

猫
を
見
つ
け
た
と
き
は
、
ご
自
身
の
負
担
で
動
物
病
院

に
連
れ
て
い
く
か
、
福
井
県
動
物
管
理
指
導
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
役
場
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
迷
子
札
な
ど
で

飼
い
主
が
わ
か
る
場
合
は
、
す
ぐ
に
飼
い
主
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

犬
に
つ
い
て

犬
猫
共
通

猫
に
つ
い
て

所 在 地　福井市徳尾町18‒1‒1
連 絡 先　電話番号 0776‒38‒2212
受付時間　午前8時30分から午後5時15分
　　　　　（土日・祝日を除く）

福井県動物管理
指導センター

特  集

⃝首が短い
⃝短い角が後ろ向きに生えている
⃝体の色が白〜暗灰色
⃝ヤギっぽい

電話をするときは、できるだけ詳しい
情報を伝えてください

マナーを守れば
楽しく散歩が
できます

日本カモシカの特徴
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地域おこし協力隊
大谷君の

それいけ！越前探検隊 COCOCREWで七尾市に
視察研修に行きましたact.18

s o r e i k e !  e c h i z e n  t a n k e n t a i !

発
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大豆油インキで印刷しています
再生紙を使用しています
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1
日

発
行

町ホームページ
http://www.town.echizen.fukui.jp
過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。

（携帯電話用）

町ホームページQRコード 町公式動画チャンネルQRコード

（スマートフォン用） （スマートフォン用）

　こんにちは。地域おこし協力隊の大谷です。2月8日に
越前町若者移住促進プロジェクトチーム「ローカルクリエ
イターズ ～ COCOCREW ～」のメンバーで、石川県七
尾市に視察研修に行ってきました。
　年間100人以上の移住者がいる七尾市。その七尾市で移
住促進活動を行っている「七尾街づくりセンター株式会社」
での取り組みを学びました。多くのことを教わりましたが、

中でも「移住定住を促進する目的は人口を増やすことでは
なく、持続可能な地域社会を形成していくこと」という言
葉が非常に響きました。何のために移住促進を行うのか。
その目的をはっきりさせることで、やるべきことも変わっ
てくるなと思いました。今後につながる、非常に有意義な
視察研修会でした。

自然に囲まれた西保育所。一歩、外に歩み出ると季節ごとに花や生き物に出会えます。
子ども達を笑顔にしてくれると共に、いろんなことを教えてくれます。

お花、

綺麗だよ

朝日西保育所
～散歩編～

No.35すくすく通信すくすく通信

いい匂い
がするね

七尾街づくりセンター株式会社
の太田さんから、人は人に惹かれ
て移住するため、地道に関係性を
築くことが大事という移住促進の

極意を教わりました。

七尾市の道の駅「能登食祭市場」。
その名の通り能登の名産品が

市場のように並んでいて、
活気づいていました。

参加者みんなでの1枚。
今回のご縁を今後もつなげて
いき、お互いの地域にとって
プラスになるように協力して

いきたいです。

桜の木、水仙の花道桜の木、水仙の花道
池の鯉に、こんにちは池の鯉に、こんにちは

園庭の藤棚園庭の藤棚

杉の葉ひろい杉の葉ひろい泰澄の杜でぶどう狩り泰澄の杜でぶどう狩り

よもぎ摘みよもぎ摘み ひがん花ひがん花

お団子やお餅に入れて
食べようね。 近くを散歩する際は、必ず

鯉に挨拶をしにいきます。

「焼き芋いっぱい
食べたい」と杉
の葉を集める子
どもの目もキラ
キラです。

ふゆいちごふゆいちご
紅く色づく秋を
見つけたね。

越知山大谷寺越知山大谷寺
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